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◆開催日：平成 21 年 7 月 18 日（土） 

◆場 所：松阪市産業振興センター３階研修ホール 

 

 

 

 

主催：松阪市地域公共交通協議会・松阪市 

協賛：（社）三重県バス協会・三重タクシー協会松阪支部・三重交通（株） 

後援：国土交通省中部運輸局・三重県 
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― は じ め に ― 

 

 

公共交通・コミュニティ交通を取り巻く環境は、大変厳しいものがあり、多くの課題があります。

そのような中、本市は市域の公共交通を「鉄道」・「幹線バス」・「地域間バス」・「コミュニティ交通」

として整理し、これらを「松阪市公共交通システム」として位置づけています。この地域公共交通

システムとは、市民のニーズに対応し、各地域の実情に即して利用することができる鉄道、路線バ

ス、コミュニティバス、乗合タクシー、デマンド交通等の各種公共交通手段及びこれらによって構

成される公共交通網のことです。この地域公共交通システムを市民や移動者の利便に資するものと

して維持発展させ、市の活性化と市民の生活水準の向上を図るため、現在１５の路線（廃止代替バ

スを含める）を本市は運営しています。このような市の取り組みを多くの市民の方に理解していた

だくと共に、バス交通の維持、活性化を図ることを目的に「公共交通を守り、活かすために何がで

きるのか？」を市民全体で考えるために、みんなで守り育てよう！松阪の公共交通（コミュニティ

交通を育てるシンポジウム）を開催しました。 

このシンポジウムは市民の皆さんに参加していただき、公共交通を一緒に考えることができまし

た。また、会場の定員が２００人に対し、１９６人の方が参加していただき、公共交通に対する関

心の高さを痛感させられました。 

 今後も多くの市民の方の声を、公共交通の施策に繋げていきたいと考えるところであります。 

なお、関係者の方には開催にあたり、多大なるご協力・ご支援を賜りましたこと、紙面をもって

お礼申し上げます。 

 

 

平成２１年７月１８日 

松阪市地域公共交通協議会事務局 

松阪市商工観光部商工観光課 
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「「「「みんなでみんなでみんなでみんなで守守守守りりりり育育育育てようてようてようてよう！！！！松阪松阪松阪松阪のののの公共交通公共交通公共交通公共交通」」」」    

コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ交通交通交通交通をををを育育育育てるてるてるてるシンポジウムシンポジウムシンポジウムシンポジウム    

    

 ◆日 時：平成 21 年 7 月 18 日（土） 午後 1 時から 4 時まで 

 ◆場 所：松阪市産業振興センター３階研修ホール 

 ◆プログラム 

基調講演「「「「人人人人にもにもにもにも地球地球地球地球にもやさしいまちづくりのためににもやさしいまちづくりのためににもやさしいまちづくりのためににもやさしいまちづくりのために。。。。    

みんなでみんなでみんなでみんなで守守守守りりりり育育育育てようてようてようてよう！！！！公共交通公共交通公共交通公共交通」」」」 

       講 師：名古屋大学大学院環境学研究科 准教授    加藤加藤加藤加藤    博和博和博和博和    

ビデオ上映「「「「それゆけそれゆけそれゆけそれゆけ    鈴鈴鈴鈴のののの音音音音バスバスバスバス！！！！」」」」上映上映上映上映    

       三重高等学校放送部                  岡本岡本岡本岡本    茉茉茉茉子子子子    

大川大川大川大川    真希真希真希真希    

パネルディスカッション 

 「「「「公共交通公共交通公共交通公共交通をををを守守守守りりりり、、、、活活活活かすためにかすためにかすためにかすために何何何何ができるのかができるのかができるのかができるのか？？？？」」」」    

       コーディネーター 三重中京大学地域社会研究所長   寺本寺本寺本寺本    博美博美博美博美 

       コメンテーター  名古屋大学大学院環境学研究科准教授 

   加藤加藤加藤加藤    博和博和博和博和    

                国土交通省中部運輸局企画観光部 

交通企画課長                   栗原栗原栗原栗原    弥生弥生弥生弥生    

       パネリスト    黒部・東地区公共交通運行協議会委員 

   川口川口川口川口    常美常美常美常美    

                松阪市地域公共交通協議会委員・ 

飯高地域公共交通運行検討会委員   福本福本福本福本        馨馨馨馨 

                三重高等学校放送部        岡本岡本岡本岡本    茉茉茉茉子子子子    

   大川大川大川大川    真希真希真希真希    

                松阪市長             山中山中山中山中    光茂光茂光茂光茂

パネルディスカッションの様子 フリートーク会場風景 
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◆◆◆◆開会開会開会開会・・・・あいさつあいさつあいさつあいさつ    

    

司会司会司会司会    

それでは、時刻になりましたので、ただいまより「みんなで守り育てよう！松阪の公共交

通」と題して、コミュニティ交通を育てるシンポジウムを開催させていただきます。 

 それでは、開会にあたり松阪市長からご挨拶申し上げます。 

 

市長市長市長市長    

 皆さん、こんにちは。本日は「みんなで守

り育てよう！松阪の公共交通－コミュニテ

ィ交通を育てるシンポジウム」に、先ほど話

しを聞かせていただきますと、１５０名を超

える方が参加されており、このように多くの

方々が関心を持ってお集まりいただきまし

たことに、感謝申し上げます。 

私が２月６日に就任させていただいて以

来いくつかのシンポジウム、意見聴取会を開

かせていただいております。地域医療の問題

に対する意見聴取会、市庁舎の建て替えに対

する意見聴取会、そして、今後行う予定の風力発電の環境に対する意見聴取会、都市計画に

対する意見聴取会、様々な形の中で今回の「公共交通を育てるシンポジウム」は本当に大き

な位置付けを持っております。 

 これまで皆さまから意見を聞き、説明をするというのは、行政が提案して議会が承認した

後に「皆さんにこれはこういうものですよ。」という説明会が多かったと思います。 

今回のシンポジウム、そして意見聴取会は、公共交通という皆さま方の生活の足であり、

生活そのものにかかわってくる問題に対して私たちが決める前に、皆さんに一緒に考えてい

ただき、皆さんが行政に対して、様々な提言をいただける、そのような機会としてのシンポ

ジウムであると私は考えております。 

 本日は、高校生の皆さま方に「鈴の音バスの発表」をしていただきます。そして、名古屋

大学の加藤先生に４０分間の講演をいただき、様々な地域のコミュニティ交通の在り方につ

いての話しをしていただきます。その後、三重中京大学の寺本教授が司会進行をしていただ

く中でのシンポジウムという形の意見交換、そして皆さま方の意見を十分に聞かせていただ

く場も取らせていただくつもりです。 

 松阪市の今後の行政の在り方、そして、公共交通の在り方は、私たち行政が提案してつく

るものではなく、皆さまがその政治や政策をつくっていくことに関わっていただくことに、

非常に大きな意義があると思っております。 

今日一日、皆さま方と一緒になって私たちも学ばせていただき、皆さまも色々学んでいた

だくと共に、地域の実情、皆さま方の生活の実情を私たちに聞かせていただく中で、行政は

山中市長 
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皆さま方と共により良い、次世代に向かって繋がって行くような公共交通システムをつくっ

ていきたいと思っておりますので、本日は一日ご協力いただきますよう、よろしくお願いし

ます。本日は、本当にありがとうございました。 
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◆◆◆◆基調講演基調講演基調講演基調講演    

「「「「人人人人にもにもにもにも地球地球地球地球にもやさしいまちづくりのためににもやさしいまちづくりのためににもやさしいまちづくりのためににもやさしいまちづくりのために。。。。みんなでみんなでみんなでみんなで守守守守りりりり育育育育てようてようてようてよう！！！！公共交通公共交通公共交通公共交通」」」」    

 

名古屋大学大学院環境学研究科 

准教授 加藤 博和 

 

 こんにちは。名古屋大学大学院環境学研究科の

加藤と申します。よろしくお願いします。 

私は今ご紹介いただいたように、一応環境が専

門ですが、バスをつくるとか、公共交通活性化の

仕事もしております。私の出身は岐阜県の多治見

市ですので、依頼の話があった時、「松阪市は遠い

なあ。」と思ったのですが、私はかなり大食いであ

りまして、「松阪はいいなあ。」と思い、松阪の仕

事を引受けさせていただき、今に至っています。 

 ここまで「どっぷりやる。」とは思っていなかっ

たものですから、本当にどうなるかわからないなという感じです。結論としては、松阪で色々

と新しい取り組みをすることができました。しかしながら、いろんな問題点があると思って

います。 

今日、折角のこういう機会ですので、私が「今までどういうことを考え仕事をしてきたか、

公共交通についてどう考えたらいいのか。」ということについて、どういう考えを持っている

かということを紹介させていただき、その上で「これから松阪の公共交通をどのように変え

ていったらいいか。」ということの考えについて、ちょっと述べたいと思います。 

 後で、パネルディスカッション、トークセッションがありますので、そこでも色々と意見

交換をさせていただければと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 

 タイトルは「人にも地球にもやさしいま

ちづくりのために、みんなで守り育てよ

う!公共交通」ということで、副題として

「あなたも（皆さんのことです。）松阪市

公共交通システムの共同経営者です。」と

付けてあります。公共交通のお客さんにな

っていただくのは大事なことですが、それ

と共に共同経営者としての気持ちを持っ

ていただきたい。要するに自分たちで支え

ていかなければ守っていけないというこ

と。だからやりましょうと。そういう気持

ちになっていただきたい。ですから、皆さんにメッセージをテレパシーで送り続けますので、

加藤氏 
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４０分後には皆さん、そういうふうになっているかどうかは私の話術の成せる技かわかりま

せんが、頑張りたいと思います。よろしくお願いします。 

 本日、お話ししたいことを要約します。

これだけ聞いていただいて、あと眠い方は

寝ていただいても構いません。これだけは、

まず覚えておいていただきたい。 

「公共交通に地域自身が主体的に取り組

む必要がある。」という話をします。今や

住民が自分自身で公共交通をつくってい

かなければ、誰も助けてくれない時代にな

っています。これがいいか悪いかというの

はまた別の問題としてありますが、現実と

してそうなっています。 

 ただ、これはいいように解釈すると、自分たちでつくったほうがいいものができます。こ

のことについても解説します。結論としては「お願い」「評論」はやめて「行動しましょうね。」

という呼びかけをします。そしてもう一つ「公共交通づくり」それはまちづくりということ

です。 

公共交通といいますと「バスがなくなるからなんとか続けてくれ。」というような守りの発

想が多い。でも、そうではなく、公共交通というのはまちをどうしていきたいかによって必

要か、必要でないか。必要であるとしたらどのように走ればいいのかが決まるものなのです。

ですから、公共交通というのは逆に、例えば「バスをどのように走らせたらいいのか。」とい

う検討をしていますと、まちづくりのことを考えざるを得なくなります。 

要するに公共交通をつくるためにはまちづくりを考えなければいけないということで、公

共交通は目的ではなくて手段だというふうに考えていただきたい。これが２番目です。この

二つについて、これからあと何分かで解説をしていきたいと思っています。 

 

自治体自治体自治体自治体がががが地域交通地域交通地域交通地域交通をををを考考考考えるようになったわけえるようになったわけえるようになったわけえるようになったわけ    

 その前に、最初に専門のことだけお話し

ておきます。これは日本の家庭からの二酸

化炭素の排出量の内訳です。 

皆さんのご家庭で、二酸化炭素の排出量

がこれだけあるとする。内訳はどうなって

いるかを見ていただくと、マイカーは３０.

３％です。あと照明・家電等といろんなも

のを合わせて３０.１％、給湯１４.３％、

暖房１１.９％、冷房１.９％とあります。 

皆さん、今ちょうど夏になってきました。

冷房が二酸化炭素を排出するから、冷房の

温度を上げてネクタイもせず、薄着をしてクールビズというのがありますね。そうすると、
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CO2を削減できて地球温暖化が止められるという話があります。 

 ですが見てください。冷房は１.９％、マイカーは３０.３％です。冷房を全くつけなくて

もマイカーが２０倍も多いのです。ですから、私がいつも言っている「クールビズよりもク

ルマビズ」と、今日はこれも覚えておいてください。「クールビズよりもクルマビズ」 

車を止めたほうが、冷房をちょこまかつけたり切ったりするよりも、よっぽど地球のため

になります。ですから、ここに「人にも地球にもやさしいまちづくり」これをするためには

「車を、どうやってなるべく使わないようにするか。」を考えないといけないのです。よろし

いですか？ 

 では、皆さんにこれから松阪で車をなるべく使うのをやめてくださいと、私が言えるかと

いったら到底言えない。「どうしてか。」といったらそう便利じゃない。今、車を使わないよ

うになったら不便になりますね。現実に松阪もそうですが、全国的に路線バスや鉄道の廃止

がどんどん進んでいます。 

松阪でも振り返ってみますと、平成５年

１０月に松阪小野江線、平成６年４月に阿

坂小野線、それからハイタウン松阪線、松

阪伊勢線、飯高波瀬線の上木梶地区が廃止

されています。 

この二つ（阿坂小野線・飯高波瀬線の上

木梶地区）は市から引き継いで自主運行バ

ス候補地になっていますが、着実に廃止さ

れているわけですね。このままだと乗客は

どんどん減っていますので、今後も廃止や

減便は避けられないと考えられます。この状態で、さっきの「クルマビズ」をやってくださ

いといっても説得力はないですね。要するに苦労してくださいということを強いるわけです

から、そんなことはとんでもないわけです。 

 では、どうして廃止になってきたかとい

うことを考えると、これは単純に言えばお

客さんが乗らなくなってお金が儲からな

くなった。要するに運賃で採算が成り立た

なくなったということですが、これは今や

ナンセンスな話しですね。なぜかといえば、

日本は世界でも珍しく鉄道やバスが儲か

る仕事でしたが、例えばヨーロッパやアメ

リカを考えますと、バスとか鉄道というの

は慈善事業なのです。日本だけが鉄道とか

軌道、或いはバスをすると儲かる、収益を得るという国だったのです。ですから、こんなに

発達したのですが。今となっては、ほかの国と同じように収益事業ではなく、公益事業にな

ってしまったのです。もっと違う言い方をすると、バスは慈善事業になっている。儲かる、

儲からないの問題ではなく、地域の役に立つ事業だということです。そういうものは、やは
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り公的に投資しないと駄目なわけです。なぜなら採算は取れないが、地域にとって必要なも

のを維持していくことは、役所の仕事ではないのですか。ですから、役所の仕事というのは

具体的に役所が考えだすということになります。だから、その流れは間違ってないわけです。

ただ、そのときに注意しなければいけないのは「じゃあどうしてバスが必要なのか、鉄道が

必要なのか、本当に真面目に考えたことがありますか。」ということです。なぜ必要なのか、

これをよく考えておかなければいけない。 

 そう考えると、皆さんに今、そのことをよく考えてほしいのですが「なんとなくあったほ

うがいいよね。」・「ないとなんか田舎にな

っちゃうから、あったほうがいいよね。」・

「隣でコミュニティバスをしているから、

こっちでもやりましょう。」とか、そうい

うのが過去に結構ありました。 

 でも、バスや鉄道って、もちろんステー

タスシンボルの側面はありますが、それだ

けではご飯が食べられないじゃないです

か。それだけでは成り立たないわけです。 

バスは環境にやさしいから、地球にやさ

しいから、誰も乗っていない空バスだったら悪いですけどね。車より悪いです。交通弱者と

いう方のために必要かどうかということですが、交通弱者の方にとって実はバスや鉄道とい

うのは必ずしもよくないですね。 

なぜなら、バスや鉄道というのは停留所や駅へ行かなければいけないわけです。本当の弱

者の方というのは停留所や駅まで歩くことが大変ですね。であれば、タクシーとか、デマン

ド交通とか、そういうものの方がいいかもしれません。 

 私はいつもバスとか鉄道はザルの福祉といいます。福祉だけど、ザルで全部救えない。だ

からザルだけじゃなくて、網とか、ろ紙とかいうものも要るのです。だから、バス・鉄道を

守っていたら交通弱者が救われるというわけでもありません。いずれにしても、バス・鉄道

はなぜ残していいか、なぜ守っていかなければいけないかといったら「使ってもらえるから

残す。」・「使ってもらえるものでないとしょうがない。」ということだと思います。以前のよ

うにお金がある時代は、別に乗っていなく

てもステータスシンボルでもよかったか

もしれません。今、残念ながらお金がない

時代です。やっぱり「使ってもらえないと

駄目だよね。」という時代になってきてい

ます。 

 一方で、公共交通はなぜ衰退してきたの

か。これは基本的には車が普及してきたこ

とが原因です。そうですが、公共交通の側

からみると不便だから乗らないと。車は便

利だけど、バスや鉄道は本数が少ないし、遅いし、不便だから乗らなくなりますね。乗らな
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いと採算が悪くなるから、減便・廃止になる。そうすると、不便になるからまた乗らない。

乗らないとまた廃止になる。このスパイラルが螺旋階段のように降りてくるということが起

こってきました。その例が松阪市で次から次へバス路線が廃止されたことですね。 

 今まで住民や松阪市は、公共交通に対して意見が全く言えない時代が長く続いてきた。こ

れは法律的にそうだった。どうすれば便利になるか。こういうことを止めるためには住民や

市の皆さんが「もっと、こうしたらいいじゃないのですか。」という意見を言っていかなけれ

ば変わらないわけです。ところが、そんな場がなかったのです。 

 では、バス会社から見ると「意見を聞いてつくっても、全然乗らないじゃないか。」・「言う

だけで乗らないのか。」・「意見なんか聞かないほうがいいわ。」ということもあったわけです。 

まだ、調子がいい時期は、例えば三重交通さんなんかは黙っていてもやってくれていると

いう時代がありました。このことが全部崩れてきた。これが今の世の中ですね。 

 

法規制法規制法規制法規制のののの変遷変遷変遷変遷    

 実は、それはいろんな規制があったからです。その規制が今、大きく変わっています。公

共交通事業というのは民間会社が採算確保で運行する。これは市から補助金をもらうことが

前提ではなく、運賃だけで黒字にするのが前提です。先ほど言いましたように、もう運賃だ

けで黒字にできないから、その根本が崩れ

ています。実は需給調整規制というのがあ

り、参入・退出規制ともいいます。こうい

うものがあって、バスとか鉄道というのは、

別の会社が「ここはすごく儲かりそうだか

ら路線を増やす。」ということを言っても、

なかなかできない。代わりに今やっている

会社が「ここは少ないので辞めさせてね。」

と言っても辞めることができない。それが

参入・退出規制というものです。 

 これは何かというと、例えば三重県です。ほとんど三重交通の独占になります。これをや

ると、内部補助といわれて、三重県の中には儲かる路線と儲からない路線と両方あるので、

儲かる路線で黒字を出して、儲からない路線に補填してください。会社の中で帳尻合わせを

して、三重県の交通を全部維持してください。こういう仕方が以前の道路運送法の考え方だ

ったのです。 

 ところが「三重県のどこに今、金儲けができるような路線がありますか。」という話です。

たくさんあったらよかったのですが、今は全くというほどないわけです。ところが独占なの

でなかなか経営も進歩しないし、路線も変わらない。世の中はどんどん変化しているのに、

公共交通は１０年たっても２０年たってもずっと変わらない。変わるとしたら本数が減るぐ

らいで、何も変わっていない。乗らなくなって当然ですね。 

 そのために規制緩和というのが２００２年に行われました。一応、教科書的には内部補助

をやめましょう。そうすると、儲かる路線については競争原理が出てきます。儲からない路

線は、今まではちゃんと関与していなかった自治体が、この路線をどうように守ろうかとい
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うことになる。だから、採算路線も不採算

路線もよりよくなるというように、国の方

で皆さん一生懸命考えられて法律をつく

っていただいた。そうすると、バス会社は

お客様や地域に向いて、きちんと商売をし

てくれるじゃないか。自治体も住民も「こ

のバスはお客さんが乗っていないからな

んとかこのバスを盛り上げなければいけ

ない。鉄道を盛り上げなければいけない。」

そういう動きが起こってくるじゃないか。

「自分たちの生活の役に立つ路線をどうように考えるか。」ということをするようになるのじ

ゃないか、ということが言われました。 

 

地域地域地域地域にににに適適適適したしたしたした公共交通公共交通公共交通公共交通はははは住民住民住民住民がががが「「「「自分自身自分自身自分自身自分自身でででで」」」」つくるものつくるものつくるものつくるもの    

 そうしたら、このシンポジウムをする必要がなかったかもしれないのですが、現実にはそ

のようになっていない。なぜかというと、こんなことみんな誰も知らないからです。 

法律を変えたら世の中、みんなこういうふうになってくれるかといったら、実際はなって

くれていないわけです。 

 一方で９５年に、今から１３年半前に東

京の武蔵野というところで、ムーバスとい

うのが運行しました。当時は非常に画期的

で、このバス自体を（民間バス会社のバス

です。）自治体が企画する、路線を考える、

ダイヤを考える、デザインを考えるという

ことをした。そういう新しい運営方式を提

案した。それから小回り循環とか、停留所

の間隔を短くするとか、小さいバスにする

とか、運賃を１００円にするとか、こんな

ものをしたら絶対に採算が取れないバスを実現しました。これは補助を入れているから、採

算性を度外視したようなこともできたのです。だけど、それは地域の人が求めていることな

ので税金を投入したとしても、役所がする仕事として意味があるじゃないかということです。 

 これによってこのバスは、今まで何年も変わってこなかった路線バスの業界に、風穴を開

けた。これがコミュニティバスです。 

 現在では松阪もそうですが、全国の半数近くの市町村が運行している。しかし、残念なが

らムーバスを越えるヒット作は現れていない。二番煎じ、三番煎じ、なん番煎じの状況にあ

ります。なぜなら簡単なことで、この武蔵野の場所は人口密度が平方㎞で２万人を越えるよ

うな人口密集地帯です。道路が狭いから小さい車、高齢者が多いので停留所を短くする、駅

から近いけど高齢者がたくさんいるので小回り循環。だけど、駅から近いと自転車で行っち

ゃう人もいて、１００円だったら乗るでしょう。そのように、その地域の状況に応じて路線



9 

をつくっている。ちなみに、このバスは１便で６０人ぐらい乗ります。松阪で６０人、乗り

ますか？ 

 そこで成功したモデルを全国でしたら単に猿まねであって、むしろ誰も乗らないところで

小回りして、停留所をやたらおいて「バスは小さいけど、（客の）頭がちっとも見えないね。」

という非効率な巡回バスが全国に広がる原因になった。ここが私の問題意識です。 

 でもこれは役所がすると、仕方のないことです。なぜなら、役所というのはニーズではな

く、公平性を重視した路線をつくることに陥りやすいということで、要するにある所にバス

が走ったら「なんで俺のところは走らんのや。あそこも走っとったらこっちも走るのが当然

やろ。」と、みんないうわけです。そのときに、役所は「そうですね。」としか言いようがな

いわけです。「ここは走っていいけど、こ

っちは走ったらいかん。」という根拠は役

所にはないのです。結局、全部使えない巡

回形式になってしまった。全部を網羅しよ

うとしたら、こう走るしかないわけです。

こう走ったら、どこへ行っても使えない。

どこを走っても不便。「だけどあるね、あ

るけど、歩いたら３０分で行けるのに、あ

れに乗ったらバスで１時間かかるね。」と

いう路線ができちゃうわけです。 

 そういうときにも相変わらずお願いとか、利益誘導があるわけです。「なんで俺のとこに走

らせない。」そういうのはある。お金がいくらでもあればいいのですが、金がないのにやたら

ぐるぐる回って、客が乗っていないバスを走らせるようなお金はないわけです。 

 では、どうしたらいいのかということを私自身ずっと考えて実践してきたわけですけれど

も、その原点になるのが鈴鹿のコミュニティバスです。これは９年前に運行を開始したとき

のポスターです。 

このときに、私が「すごいなあ。」と思

ったことがあります。買い物に便利、通学

に便利、全部便利。当時バスというものを

見ると、買い物に不便、通学に不便、何も

かも不便、全部不便、それを誰が使うのと

いうのがいっぱいあったし、今もいっぱい

あります。これが基本です。「買い物に使

えて、通学に使えて、何かと使える、そう

でなければバスなんか必要なの？」と、そ

ういう話しです。 

 実際に、鈴鹿の西部地区の椿神社がここにあります。こっちに鈴鹿市の駅がありますけれ

ども「そんなクルクル回るのではなくて、まっすぐ結んだらいいじゃないの？」と。ただ、

山のほうに行ったらクルッと回るという「オタマジャクシ循環」と言っていますが、大きい

循環じゃなくて、最後のところでオタマジャクシ状に循環する。これだったら冗長じゃない
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でしょと。途中で買い物、通学、鉄道、公

共施設をカバーしていけば行き先もある

でしょう。１時間に１本、２時間に１本だ

ったらダイヤもわかりやすく、時刻表を持

っていなくても乗れるでしょう。「これは

便利だよね。」・「ベルシティーとかに行っ

たら玄関前にバス停がある。玄関前に降り

たら、すぐ入り口だからいいよね。」と。

まさにこれですね。この鈴鹿のバスを見て、

私はすごいなあと思ったのですけど、よく

考えてみるとこれが当然じゃないかと。これがすごいなと思うこと自体が、今のバスのレベ

ルが低すぎると思いました。それからひたすら言ってきたのは「せめてこれ並にしたいね。」

ということです。松阪でもそれを一生懸命やりたいなと思っています。 

 

地域交通地域交通地域交通地域交通をををを考考考考えるえるえるえるポイントポイントポイントポイント：：：：適材適所適材適所適材適所適材適所    

 そのためにいろんなポイントがあります。まず、適材適所。地域にとって必要な公共交通

というものは地域によって異なる。地域に

存在する資源、人、組織、車輌、資金、ニ

ーズ、通学、通院、買い物等とうまくマッ

チングすることによって、少ない費用でよ

り効率的な、より効果が高い、名古屋弁で

言うと「お値打ち」というバス運行をどう

していくか。 

 そのためのポイントが「一所懸命」です。

地域の一所懸命と外のほうからの適切な

サポートが必要ということです。 

 例を簡単に示しますと、例えば愛知県江南市「いこまい CAR』ですが、これがバスなので

すね。「これはタクシーや」と思われるかもしれませんが、４人乗りのバスです。すごいのは

ここに赤い日よけがあり、日よけを降ろすとバス、上げるとタクシーです。すごいですね、

それだけで変わる。５人乗ってきた時でも、

無線で「ちょっともう１台来て。」と言っ

たら来るので、それがまた赤い日よけを降

ろしたらバスになるのです。低コストで高

頻度。まさにお値打ちからスタートしたの

です。 

もうちょっと７人乗りにして、こういう

の「桃花台乗合タクシー・ミゴン」もあり

ます。これは夜とか深夜に走ります。深夜

にお酒を飲んで、最終電車で帰るとバスは
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ないわけですけど、桃花台はバスがないで

す。これはあるのです。運賃はバスの３倍

なのですが、タクシーに乗るよりは３分の

１です。これはお酒を飲んでも大丈夫、暮

らしが豊かになる。奥さんに怒られるかも

しれませんが豊かになる。 

 多治見の市之倉というバスは、中心市街

地の病院とかショッピングセンターを回

ってくる。この市之倉というまちでは家を

回ってくれる。「予約しておいて家で乗せ

てもらって、いろんな人を乗せて、中心部の病院とか施設へ行ける。」そういうものです。こ

れをデマンド交通と言います。色々あるのですが、適材適所で組み合わせることが重要です。

適材適所をやるためには何が必要か。住民

の皆さんが「なんでバスが必要なのか。」

ということがわかったら、企画から一所懸

命取り組もうと。 

実は鈴鹿の場合、このバスが走るまでに

３年費やして担当者が２度交代しました。

というのは「もう無理です。この仕事を辞

めさせてください。」と２度代えてもらっ

た。そうような大変厳しい状況があったの

ですけど、３人目になって３年かけていい

ものができたのです。 

 

地域交通地域交通地域交通地域交通をををを考考考考えるえるえるえるポイントポイントポイントポイント：：：：膝詰膝詰膝詰膝詰めでめでめでめで一所懸命一所懸命一所懸命一所懸命    

 そのときに、路線、ダイヤはもとより車の色「この地域に相応しい色は何色でしょうね。」

と、それから車内の構成、網棚、つり棚、

椅子の位置、降りるときの降車ボタンの位

置、そういうものを話し合って決めたので

す。ですから、マイカーのような「マイバ

ス意識」があるということなのです。 

 そして、アンケート調査ではなく、公民

館とかそういう所へみんなが集まって、膝

詰めで「このバス、こうしようね。」とい

う話し合いを何百回もして、バスを走らせ

たということなのです。 

 あまり学者がこんなことをいってはいけないですけど、学者とか専門家が、これがいいと

言っても、まあ参考になりますけど、一番大事なのは使う人たちがその地域の人たちなので、

その地域の人たちが納得しなきゃしょうがないわけです。とすれば、一番いいのはその地域
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の人たちに関与してもらうということが一番大事だと思います。 

 バス会社がこういう路線を走らせると

か、自治体がこういう路線を走らせるとか、

それだけでは駄目です。例えば住民とかＮ

ＰＯといったところが主体となって、お願

いでつくってもらうことから、自分たちで

つくっていくように変えなければいけな

い。まさに自律的にしなければいけない。

利用者とか地域のニーズが汲み上げられ、

組織化されることで「地域の地域による地

域のための公共交通」がつくられるという

ことを思いました。 

 実際にそれを実現したのが「生活バス四日市」であったと思います。生活バス四日市の場

合「利用者が運行費の１」を出し、「企業

と病院が６」を出し、「市が３」を出すと。

この１対６対３のバランスでバスが走っ

た。そうして考えると、利用者は１しか出

していないのに１０の運行ができている

ということです。これはすごいですよ。運

賃採算だったら絶対走っていないです。だ

けど、利用者と地域の企業や市の思いが一

つになったから、このバスは今でも走って

いるわけです。 

 まさに一所懸命というのは、バスや乗り合いタクシーやデマンドのような地域公共交通シ

ステムが、市町村やバス会社・タクシー会社や沿線の企業や地域住民や利用者の皆さんによ

って、人や金や心や口を出すことで支えられる。これが一所懸命。 

人というのは、運行内容を企画するとか、運転をするとか、ノウハウを出すとか、広報す

るとかいうのがあります。お金は当然、運賃、協賛金、寄付金など色々あります。それから

補助金を取ってくるというのもあります。心は「このことは大事だよ。」という意識を持つ。



13 

口は「もっと、こうして走らんともったいないじゃない。もっとこうして走ったらいいじゃ

ない。」と意見を言う。この四つが先ほどの皆さんによって行え、はじめていいバスが実現す

るのです。 

 高蔵寺のサンマルシェ循環バス、茨城県

土浦のキララちゃん、富山の呉羽いきいき

バス、ぐるっとつ－バス、鈴の音バスなど

色々な事例はあります。利用者が払うのは

これだけと、市町村はこの部分、後は周り

の商業事業者とか病院が負担するなど、地

域によって色々ですけど、地域の企業とか

いろんなところが協賛してくれることが

大きいですね。まさに利用者と地域と市町

村の三方一両得なのです。まさに適材適所、

これができることが大事なのですね。それが生活バス四日市であるとか、鈴鹿のバスで実現

されているということになります。 

 またこれをすると、みんなが当事者なので「あのバスちょっと最近調子が悪いから、なん

とかしないといかんな。」利用促進やろう

とか、参加しようとか、積極的に意見を言

おう、見直ししようとなる。そうしたら便

利になったと。「おお、便利になったわ。

俺のおかげで便利になったなあ。俺がおら

んとこのバスは走らんな。」ということで、

当事者意識はまた高まる。「俺が一所懸命

考えたから、もっと乗ってよ。」と、そう

いうふうに訴える気になるし、利用促進に

なる。まさに一所懸命。利用促進やフォロ

ーアップ、見直しがなされて持続可能性が高まる。こういうストーリーが出てくる。 

 ただ、こんな学者が言うバラ色のようなバスはなかなか実現しません。「公共交通を必要と

する地域住民の願いや活動」・「理解し、下支えする自治体」・「協力的であり、あわよくば新

しいビジネスにしようとする交通事業者」

がどれだけおられますか。おられますかね。

たくさん出てきてほしいのですが。それか

らこの人たちを集めても、ちっとも意見が

合わないのですよ。僕の経験から言うと、

言葉がまず通じないのですよ。翻訳しない

といけない。翻訳できるコーディネーター、

即ち、調整する人がいる。 

 この四つが集まってこそできる。そうや

って意識が共有できて、運動として盛り上
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がるかどうか、これが大事なのですね。 

 では、最近どうなっているかと言いますと、名張、伊賀、松阪、豊田、岐阜、一宮、豊橋、

岡崎の例では、まさにこういう場を市町村がつくって、先ほどのような地域のいろんな人が

支える公共交通をつくろうとしています。最初つくった３年前ぐらいにはちょっとしかなか

ったのですけど、もう在りすぎると思うぐらい激増しています。 

 この間、私自身ＮＨＫのテレビに出て、番組でこの話をしました。激増していることを。

しかも、岐阜、一宮、豊橋、岡崎、結構大きい都市がしています。これは、結構大きいから

するのです。都市が大きいと、市がそんな細かいことは面倒みきれないわけです。でも、そ

れらに同じお金を使うのだったら地域の人で考えてもらう。それに対して市が手伝うという

ふうにしたほうが、いい路線ができるわけ

です。 

 これは豊田市の旭地区の出発式の写真

ですが、こんなに人がいるわけです。もう

ほとんど町民総出です。そのくらい盛り上

がるわけです。これが、役所がただつくっ

て出発式をするだけだったら、市長がいて、

議員さんがいて、何か自治会がいて「よか

ったね。」で終わりでしょう。これは自分

たちでしているので、こうなるわけです。 

 

松阪市松阪市松阪市松阪市のののの現状現状現状現状とととと課題課題課題課題    

実は似たようなことが、松阪にもあるわけです。この黒部・東もそうですし、機殿・朝見

もそうです。こういう市町村がお膳立てし

て、地域が管轄するようなバスについては、

全国的に見て非常に先進的な地域だと言

われている。先進的だと思われるのはいい

ことで、先進的なので今日も運輸局の方が

来ていただけることになりました。 

 ただ皆さん、全然そういう気持ちはない

でしょう。「え？松阪の公共交通って先進

的なの。」全然、先進的だと私も思ってい

ません。たしかに、これ（地域公共交通会

議）は新しいです。でも、先進的だと思っていません。もうちょっとだけ解説します。地域

公共交通会議という制度があります。今回のシンポジウムの主催は、松阪市と松阪市地域公

共交通協議会になっています。私もその委員です。この地域公共交通協議会というのが、松

阪市における地域公共交通会議というものです。これは２００６年に道路運送法が改正され

てできた制度ですけれども、先ほど２００２年も改正したと言いましたよね。みんな規制緩

和になったら、どんどんいい公共交通をつくるようになると思ったら、全然そうならなかっ

た。じゃあどうしようかというときに、この制度づくりを私も国のほうでしました。そのと
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きにいったのは、現場の人たちや地域の人

たちがつくる仕組みをつくらなかったら

「そんなもの教科書どおりに人が動くわ

けがないじゃないですか。」と。 

だから「そういう仕組みをつくりましょ

うよ。」というので、市町村の公共交通は

市町村が自ら決める仕組みをつくろうと

いうことを提案し、実現していただきまし

た。 

 関係者が集まって、地域として必要な路

線を協議し認定することで、許可が簡略化する。許可が簡略化するということは、つくりや

すくなるということなので、こういうことをどんどんするようになるだろう。それから、地

域公共交通網の全体の在り方を考える場にもなるだろう。また、この会議には住民や事業者

や運転手の委員も入っていただき、現場の意見をいっていただくということで、ちゃんと現

場の意見を政策に反映するという制度をつくっていただいたのです。やっぱり、これもまた

法律になってしまうと、なかなか使ってもらえないのですね。 

 私は全国いろいろな所に行きます。例えば、先週の土曜日、徳島で同じようなシンポジウ

ムに出ました。徳島は、まだこれはありませんから。担当者から話を聞くと「え？そういう

ものだったのですか。」と言われます。そういうレベルです。そういう意味では松阪は進んで

いるのです。松阪は既に法律が改正されると同時につくっていますから。 

 ただ、そんなことをしているということをあまり知らないでしょう。一応傍聴もできるし、

ホームページを見たらいろんな情報が出ているのです。でも、あまり知らないでしょう？ 

だから、こういうシンポジウムが必要です。色々なことが必要で、松阪はまだ足りないと

ころがいっぱいあります。 

 一応、松阪はこの地域公共交通協議会を

使って「立候補」方式というのをしていま

す。これは何かというと、従来ですと、あ

る地区が、バスが欲しいというときに、陳

情とか要望をしたわけです。今の考え方は

「走れるようにするための協議会のよう

なものをきちんとつくってください。」と。

それから、お金については「こんなものは、

役所が金を出すのが当然や。」というのが、

「いやいや地区でもなんとか少しぐらい

協賛金とか集めてくださいよ。寄付とか集めてくださいよ。」という仕組みになっている。そ

れから、企画や運営は「こんなの役所で頭のいい人がいっぱいいるから、役所でしてもらっ

て、我々は苦情を言えばいいでしょう。」クレーマーだと。それが「いや、一緒に考えましょ

うよ。こんなことは我々だけでは、頭は良くないだから一緒に考えましょうよ。」・「一緒に協

力してやりましょうよ。」という仕組みに松阪はなっています。ただ、活用がまだされません。 
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 なぜかというと、こういう交通システムの検討会を立ち上げることは大変なのです。だか

ら、なかなか広がっていかない。今、出来ているところはいいけど、出来ていないところは

なかなか出来ないので、公平性が担保されていない。ですから、行政がどうやってノウハウ

を支援するか、これが松阪の大きな課題です。 

 後、ほかに色々な課題があって、ちょっと述べますと、松阪市は計画で鉄道・バス・乗り

合いタクシーを「幹線」・「地域間路線」・「コ

ミュニティ交通」と３分類に分けているの

です。こういう計画をつくっています。そ

れぞれに対してこのように整理するよと

いうことを、一応役割分担と維持方策を明

確化して、コミュニティ交通について市は、

きちんとコンサルタントに委託して調査

し「この辺だと走っても結構乗るけど、こ

こは走ってもあまり乗らないよ。」という

ことを、全部データとして出しています。

これはコンサルタントが調査して、私も一字一句全部チェックしていますので、私は頭の中

にどこが出来そうで、どこが出来ないって全部入っています。 

 ところが、実際にはあまりマネジメントできていないのです。だいたい地域で維持運営す

ることも合意形成が進んでいません。それから、主に三重交通さんが走らせている幹線が全

く改善できていないのです。コミュニティ交通を一生懸命したって、幹線の大事なところが

改善できないと先細りになってしまいます。それから、コミュニティ交通と幹線をどうやっ

て乗り継いでいくかということも、まだうまくできていません。 

 

バスバスバスバスづくりはまちづくりづくりはまちづくりづくりはまちづくりづくりはまちづくり    

 私もまだよくチェックしていませんが、

これは市長さんにあとでお伺いしたいの

ですけど、市の全体計画と交通の方針との

関係が、まだ不明じゃないかなと思ってい

ます。これもつくり直さないといけない。

色々とすることがありますね。これは後で

議論したいのですが。基本に戻りますと、

ディーゼルのバスは軽油で走る。物理的に

はそうですけど、心としては軽油だけでは

なくて、皆さんの思いが集まらないと走ら

ないのです。自分たちの地域を住みやすくて魅力的なものにしたい。そのために公共交通が

必要であると思う。バスづくりはまちづくりの一歩だと思う。自分たちが必要とするものは、

自分たちで考えてつくり、守り、育てる。これが一番であって、いいものができる。その動

きを助けてくれることこそが行政なのです。 

 「やりたいと」自分たちで頑張ろうと思ったときに、行政がきちっと支援してくれる。こ
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れが、市役所の付加価値じゃないでしょうか。 

 そして、そういう地域の「俺たち頑張ってやろう。市が助けてくれる。」・「おお、あそこが

できるのだったら、うちでもやろうよ。」

と「松阪でするのだったら、うちの市でも

しようよ。」と全国に広まる。そうして松

阪が有名になったら、これは一番いいなと

思っています。 

 このあと、たっぷり時間があって、その

ために何が必要か考える時間がいっぱい

ありますので、ぜひ、じっくりと議論した

いと思っています。どうも、ありがとうご

ざいました。 

 

司会司会司会司会    

公共交通を手段とし、自分たちの住む地域のまちを考えることが大切なポイントで、地域

に合った交通として、熱い思いで自分たちが守り育てる交通であることが、たいへん大切で

あることを学ばせていただきました。加藤先生、ありがとうございました。 
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◆◆◆◆ビデオビデオビデオビデオ上映上映上映上映「「「「それゆけそれゆけそれゆけそれゆけ    鈴鈴鈴鈴のののの音音音音バスバスバスバス！」！」！」！」    

 

司会司会司会司会    

 続きまして、三重高等学校放送部の生徒さんが、バスの利用と環境問題を考えるため、松

阪市が運行している「鈴の音バス」に着目し、高校生の視点で取材し、まとめられたビデオ

を上映いたします。 

 上映の前に三重高等学校放送部の岡本様、大川様に「鈴の音バス」を題材としたことにつ

いて、一言ずつお話しをいただきます。 

 

大川大川大川大川    

本日はお招きいただき、ありがとうございます。三重高等学校放送部の大川真希、岡本茉

子です。私たちは公共の交通機関でありながら、市民の深い関わりを持つ「鈴の音バス」に

興味を持ち、番組を作らせていただきました。 

 

岡本岡本岡本岡本    

市役所の方に資料をいただき、実際にバスに乗って、自分たちの目で確かめることができ

ました。ケーブルテレビさんで流していただいたので、ご覧になった方もいらっしゃるかと

思いますが、自分たちの興味があることをまとめたので、ぜひ、ご覧ください。 

 

＜ビデオ上映＞ 

 

司会司会司会司会    

ビデオの中でご紹介させていただきました、２０年度に作成した路線図を皆さま方にお配

りいたしました資料の中にございます。ぜひ、ご覧ください。 
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◆◆◆◆講演講演講演講演    「「「「地域公共交通地域公共交通地域公共交通地域公共交通のののの活性化活性化活性化活性化・・・・再生再生再生再生をををを目指目指目指目指してしてしてして」」」」    

 

国土交通省中部運輸局 企画観光部交通企画課長  

栗原 弥生 氏 

 

司会司会司会司会    

 続きまして、国の施策の「地域公共交通の活性化、再生を目指して」と題しまして、中部

運輸企画観光部交通企画課長の栗原様よりお話をいただきます。栗原課長様よろしくお願い

いたします。 

 

皆さん、こんにちは。中部運輸局の栗原と申します。

中部運輸局というといったい何をしているのかなと

思われる方もいらっしゃるかもしれませんが、昔の陸

運局の親玉というと皆さまご理解していただけると

思います。最近は、自動車の登録だけというわけでは

なく、地域の公共交通の活性化について、私どものほ

うで色々と自治体の皆さんのお手伝いをさせていた

だくことが、重要になっておりまして、私がおります

交通企画課というところでも、岐阜県、愛知県、三重

県はもちろんですけれども、福井県とか中部管内の各自治体の皆さんが、ご自分たちの地域、

公共交通をどうしていくのかということを考えられる際のお手伝いすることを業務としてお

ります。 

 今日は、私どもの管内でいくつか地域公

共交通の活性化に取り組んでおられる自

治体がありますが、その地域から二つ、ご

紹介させていただきたいと思います。 

 特に、バスとか鉄道とかを便利にしよう

ということで、そういう動きが各地に広が

っているのですが、結局、「利用される方々

の意識が変わらないと公共交通が成り立

っていきませんよ。」ということだけはし

っかりお伝えしておきたいと思っており

ます。 

 利用者の意識を変えるための取り組みとして、自治体の皆さんがモビリティ・マネジメン

トの普及促進を進められているという例があります。モビリティ・マネジメントというのは、

住んでいる地域にバスが走っていること自体をご存じでない方もたくさんいらっしゃると思

うのですけれども、自分たちの自治体のどういうところにバスが走っていて、例えば「この

時間にこのバス停から乗ると、駅までどれぐらいの時間で行けますよ。」ということや「車を

栗原氏 
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使ってもバスを使っても時間はあまり変

わりませんよ。」ということをご説明する

ようなことによって、皆さんにバスを使っ

ていただくように呼びかけるような取り

組みを指します。 

 あと、最近多いのは、お子さんで「一回

もバスに乗ったことがありません。」とか

「バスってどうやって乗るのかわからな

い。」という方がいらっしゃったりもする

ので、バス会社さんにもお手伝をいただき、

小学校などへバスを持ってきて、実際にどういうふうにバスに乗ったらいいのかというよう

なことを説明する取り組みがされています。あとは広報周知の取り組みとして「こんなふう

にバスが走っていますよ。」ということで、バスの車輌にいろんな絵を描いたり、人目に付く

ような車輌を入れて、皆さんにバスが走っているということをご承知いただくというような

取り組みをしています。 

 また、松阪市さんのほうでも取り組まれているかもしれませんけれども、地域の住民の皆

さんに応援団とかサポーターを作っていただき、公共交通を応援していただくという取り組

みなどもあるわけですけれども、結局は住民の皆さまが「乗ってこそのバス」であるという

ことを強くお伝えしておきたいと思います。 

 

地域地域地域地域のののの事例事例事例事例１１１１：：：：春日井市春日井市春日井市春日井市    

 まず、一つ目に、愛知県春日井市勝川駅の周辺で小さくクルクル回っている巡回バスの取

り組みをご紹介したいと思います。 

元々、この地域には、路線バス、普通の

事業者の皆さんが運行しておられるバス

が走っていたのですけれども、利用があま

り芳しくないということで撤退してしま

うという話が出てまいりました。しかし、

そうしてしまうと、駅まで行く手段がなく

なってしまうということになり、これをな

んとかしなくちゃいけないということを

自治体の皆さん、住民の皆さんが考えてお

られました。 

 それから、大型のショッピングセンターが商店街の近くにできることになりまして、そち

らに人が流れてしまうのではないかということで、商店街の皆さんが危機感を覚えられ、こ

れをなんとかしないといけない、商店街をはじめとした「中心市街地を活性化しなくちゃい

けない。」ということを考えて始められたバスです。 

 ここでは、住民の皆さんにバスに親しんでいただこうということで、カッチーという犬の

かわいいマークをつくって、イメージの定着を図っています。また、自立採算性を一生懸命
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追求しておりまして、バスの時刻表をつく

る際に色々広告を載せたりもしているの

ですけれども、その広告費用だけで運行費

を賄うためには、市民をどれぐらい乗せれ

ば、採算性が取れるかを考えた上で、広告

費を決めておられます。 

 それから、先ほど申し上げたサポーター

という制度をつくっておりまして、カッチ

ーの回数券を販売したり、定期券をつくっ

ています。定期券を買われた方は自動的に

サポーターになるという仕組みにして、皆さんの努力で運行が成り立っていることを一生懸

命ＰＲしているわけです。 

このような取り組みを通じて、住民の皆さんに「自分たちが走らせている。」という意識を

持っていただくよう一生懸命努力しておられます。 

 バスは駅を通ったり、ショッピングセンター、商店街などをぐるっと回る形でお買い物に

とても便利な形になっています。小学校の前も通るようになっており、住民の皆さんができ

る限り使いやすい路線になっています。 

 

地域地域地域地域のののの事例事例事例事例２２２２：：：：富士宮市富士宮市富士宮市富士宮市    

 もう一つは、静岡県富士宮市というとこ

ろで運行している「宮バス」というバスで

す。富士宮市は、マイカーに依存した交通

体系になっておりまして、ほとんど住民の

皆さんが出掛けられる際に、どこへ行くに

しても、まず車のキーを手に取るという状

況になっています。 

そういった車中心の都市体系になって

しまっている中で、住民の皆さんがお年を

召されたときに移動する手段がないとい

うことで、このマイカー依存型の交通体系からなんとか脱却をしたい、そもそも移動するた

めの手段がないので生活交通をなんとか確保したいということを市が考えておられました。 

 また、街中が衰退していたので、市街地の活性化を図りたいということから、始められた

活動です。 

富士宮市自体は富士山のお膝元にある市で、市域がとても広くなっています。このため、

バスの運行主体を、いくつかに分けております。バスを走らせている地域と、デマンド交通

としてタクシーを走らせている地域とのいくつかに設けて、この二つをうまく組み合わせて

公共交通を確保するということをされています。 

 富士宮市さんの場合、バス停を設けるにあたって、施設のすぐ目の前にバス停を置かせて

もらうという形がとられています。 
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施設のすぐ目の前にバス停を置くにあ

たっては、オーナー制度というものをつく

っておりまして、このバス停はこの施設の

方がお金を出して置いていくという形に

なります。ですから、この施設に来ていた

だく方にとっては目の前に着くので便利

な形になっているのですけれども、それだ

けではなくて、この施設を持たれている方

自体が「自分の所に来るにはバスを使うと

便利ですよ。」ということを呼びかけるこ

とによって、先ほど申し上げた「マイバス意識」の醸成につながる取り組みをなさっていま

す。 

 ショッピングセンター・イオンを回っていったり、駅を回っていったり、郵便局、病院、

そういう主要な施設の目の前にバス停を置くことによって、住民の皆さんの使い勝手がいい

バスを目指しています。また、フーちゃんという市のキャラクターがあるのですけれども、

このキャラクターを車体に載せることによって、皆さんに親しみやすいバスというものを目

指しておられます。 

 宮バスさん自体は、ここもまた自立採算

性を目指してこのオーナー制度を導入さ

れているのですが、全国的には珍しいこと

に、かなりの金額の運賃収入があり、市の

補助金がほとんど入っていないような状

況で運行をしておられます。こうした取り

組みは大変珍しいのですが、こういった形

で住民の皆さんが中心となって運行され

て、うまくいかれている事例もあるという

ことで、ご紹介をさせていただきました。 

 松阪市さんのほうでも、住民の皆さんと市の皆さんとでお話し合いをよくされて、実際の

バスの運行に大変熱心に取り組まれていると伺っておりますが、こういう事例もご参考にな

るかと思いますので、今後も検討していく上で、一つの事例ということで覚えておいていた

だければと思います。 

 短いですけれども、私からのお話は以上とさせていただきます。どうもありがとうござい

ました。 

 

司会司会司会司会        

愛知県春日井市、静岡県富士宮市の事例などをご紹介していただきました。バスの事例を

知ることが大切であることを学ばせていただきました。栗原課長様、ありがとうございまし

た。 
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◆◆◆◆パネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッションパネルディスカッション    

「「「「公共交通公共交通公共交通公共交通をををを守守守守りりりり、、、、活活活活かすためにかすためにかすためにかすために何何何何ができるのかができるのかができるのかができるのか？」？」？」？」    

 

司会司会司会司会    

パネルディスカッションを行う前に、コーディネーター、コメンテーター、パネリストの

方々をご紹介させていただきます。（並び順に）コーディネーターといたしまして三重中京大

学地域社会研究所長の寺本様。飯高地域公共交通運行検討会委員福本様、黒部・東地区公共

交通運行協議会委員川口様、国土交通省中部運輸局企画観光部交通企画課長栗原様。コメン

テーターといたしまして名古屋大学准教授の加藤様。三重高等学校放送部岡本様、大川様、

そして市長の山中でございます。 

尚、パネルディスカッション終了後休憩を取りまして、シンポジウムにご参加いただきま

した皆さまとパネラーとのフリートークを行いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは寺本先生、よろしくお願いいたします。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

皆さん、こんにちは。まず前段で１時間ほど、

レクチャーがありましたけれども、後段では少

し雰囲気を変えまして、それぞれから自由な思

いを語っていただく時間でございます。 

 まず、順番に私がご指名いたしますので、そ

れぞれの地区、要するに私たちが主役でやって

きたのだという成功事例みたいなものがあると

思いますけれども、そのことについてたっぷり

と語っていただいて、それについて若いお二人

に、これから松阪の未来の地域交通はどうなる

のかという思いを若い人たちの目線で語ってもらおう。その後で、市長に「私はこうやるの

だ。」というところをまた語っていただいて、そのことについて加藤先生と栗原課長のほうか

ら、厳しいコメントをいただきたいと思います。それでは始めたいと思います。 

 まず始めに、お手元のパンフレットがあるかと思いますけれども、黒部・東地区で地域公

共交通につきまして早くから企画されていて、いろんなご経験がありますので、その辺のと

ころを川口さんのほうから、まず伺いたいと思います。よろしくお願いします。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

私の地区は黒部・東地区コミュニティバスという名前で現在運行されております。簡単に

言いますと黒部地区は以前、バス事業者の三重交通がバスを１日に１２往復運行しておりま

した。モータリゼーションの進展などでバス利用者の減少があり、平成１２年３月に廃止さ

れ公共交通の空白地区となりました。 

それから数年が過ぎましたが、私も含めて高齢者の方も増えまして、東黒部地区、西黒部

コーディネーター寺本氏（右端） 
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地区の両自治会から高齢者など交通手段を持たない方の通院、買い物等の移動手段として公

共交通の確保を望む声がありました。先ほど説明がございました市の交通システムの検討方

針として、既存の路線バスの充実が基本で、それとは競合を避け、新システムの導入にあた

っては役割分担の状態で接続し連携するという考え

方と、地域の需要に適した運行手段を用いたシステム

を選択する地域の協力を前提として導入地区を決定、

立候補方式でございます。各地域の公共交通運行検討

会と行政側が相談しながら導入を決定するという方

針が示されました。 

 これまでのように、地元からの要望だけで行政が主

導し、すべてを整備するという考え方ではなくて、公

共交通を求める住民の願いを地域が集約し、行政と地

域が相談しながら地域に合った交通手段を検討する

とともに、運行にあたっては地域が相応の協力と分担を行うということを前提として、それ

に基づいて私ども東西黒部地区、黒部線交通システム検討委員会を発足させ、コミュニティ

バスの運行については数回の協議を重ねて、運行できるように働きかけてきました。 

 そこで、東地区は私どもの運行される路線の近くにあることから、東地区の自治会からも

停留所の設置の要望が起こり、黒部地区に東地区を含めた検討会を新たに発足させ協議を重

ねた結果、平成１８年７月１０日からコミュニティバスの運行を開始しました。 

 １日の運行便数は往路が東黒部地区の出間というところから済生会病院を経由して近鉄松

阪駅まで６便、復路は近鉄松阪駅から済生会、マックスバリュ店を経由して出間へ５便。運

行距離は意外と短くて、その時点で往路は１０．４㎞、復路が１０．７㎞となります。 

 現在、運行しておりますが、平成１８年７月４日に市と関係地区がバスの今後の利用向上

および運行に関する改善方策を検討するために、黒部・東地区公共交通運行協議会を設置い

たしました。私どもは、人口ではなくて世帯から応分の負担ということも必要ですので、こ

の地区で約２,０００戸ぐらいですが、人口密度は７,０００人ぐらいになります。一世帯３.

５人から４人。そういう形で現在運行しております。 

 乗客数は、最初に開設した７月からですので、３月度の集客ということで１年ではござい

ませんが、最初が６,１６４人、次が８,６２５人、２０年度が１０,００５人乗ったというこ

とで、延べの人数でございます。 

 これに至るまでに、１９年度でバスの時刻と停留所の変更をしております。これはなぜか

と言いますと、一番利用されないところを、地域の要望に基づき、廃止し変更をしました。

その中身はご存じと思いますが、大西病院というのが東通りにありまして、大西病院は自分

のところのバスを運行しております。自家用で駅へ送っております。しかし、それにプラス、

これも止めてほしいということで、大西病院と東地区の市民センターが入っておりませんで

したのでそれを入れました。その代わり、利用者が一番少なかったので農業センターという

バス停を廃止しました。 

 この計画の中で朝一の便は７時何分という形ですので交通ラッシュにあいまして、マック

スバリュを入れていたのでは多分通勤に間に合わない。時間が遅れてくるのではないかとい

川口氏 
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うことを懸念しまして、行きの場合は入れていなかったのですけれども、運行から１年たっ

て見てみますと大丈夫じゃないかなということで、第１便目は寄りませんが２便目からは往

復の状態で入れるということで、現在変更されております。 

 あまり、これという変化はないですけれども、やはり最初の取り組みとして、何を目標に

するか。無しになったからするのでは、今の状態は守れないのではないかという話をしまし

て、大きな言葉ですけれども福祉、交通弱者に、まず乗っていただくということで、現在も

その思いは変わっておりません。 

 バスは１５人乗りですが、車椅子が搭載されるようになっていますので５人減員されまし

て１０人、運転者さんを除きますとたったの９人。現在それで運行されています。便数の中

で９時が一番病院とかに行かれる時間帯にいいのか、乗れない場合がございますので、運行

していただくのは三重名鉄タクシーさんですけれど、その中で９時だけは２台運行されてお

ります。以上でございます。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 ありがとうございました。続きまして、お二人目ですが、そこに皆さんの資料にあります

ように、松阪市地域公共交通協議会で２年になりますが、飯高地区の福本さんからお話を伺

いたいと思います。よろしくお願いします。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 よろしくお願いします。今、川口さんから、２年前に

出発しました黒部・東地区のコミュニティバスの取り組

み状況を聞かせていただきました。私は話を聞かせてい

ただいたり、委員として会議に参加させていただいてい

るのですが、黒部の場合は非常に先行している事例だな、

住民の皆さんも自分たちの地域交通の意識がうまい具

合に高まってきているなというふうに感じました。 

 ところで、飯高は、１６６号を延々６０㎞走っていき

ますと高見山というのがあります。櫛田川の源流になる

わけですけれども、実は松阪市になる前の旧飯高町の中

には四つの地域がございまして、一番入り口が宮前、川俣、森で一番奥の地域が昔で言う波

瀬村です。その波瀬村というのが、今は人口が７１１人、戸数が３２０軒。黒部から見たら

人数からいっても小さくなってしまったのですけれども、広大な面積の森林を抱えて、一所

懸命に頑張っているというのが実態です。 

 三交バスに長い間、波瀬線ということでご厄介になっていたのですが、いよいよ来年４月

１日からは波瀬に入ってこなくなる。森のスメールというホテル止まりで終わりになるとい

うことになりました。今年１年、皆さんとどういう形で地域交通をつくっていくかというこ

とを検討する中で、この１年間だけは、松阪市のほうで三交バスに支援をしていただいて、

１日に３往復だけ波瀬まで上がってきていただいております。しかし、その運行も来年３月

３１日から来ない。 

福本氏 
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 そこで、波瀬の皆さんと共にどうしようというところから話しが始まったのですが。足か

け２年、何回も何回も検討委員会を進めたり、地域の皆さんにアンケートを取ったりして進

めたのですが、皆さんの意向は「今はどうにか乗れるけども、３年もつやろか。」という人が

圧倒的に多いです。高齢化率を見ましたら波瀬全体で５５％、地域によっては高齢化率が７

５％に達しておる地域もあるわけです。 

 将来を考えると、今はなんとか自分が軽四を走らせておるけれども、何年か先になったら

それを返上せないかんかわからんという世代の人。少子高齢化を絵に描いたような集落だけ

に、やっぱり自分たちの移動手段というのが大きな課題としてあります。 

 隣のおじさんがどこかに行くというときには、隣の若いおじさんが「わしが行ったる。」と

いうことで、しているのですけれども。その「わしが行ったる。」という人もぼちぼち心もと

なくなる。そういうことを考えると、前段の加藤先生のお話しのように地域が自分たちの足

を自分たちで、どんなふうに確保するのがいいのだろうか、そこから出発をいたしました。 

 そういうことで、森のスメールから上がってこないバスを、波瀬の地域だけ１日３便、三

交バスが入ってくれていた回数の分だけは、最低限走らせたいな。昼までに買い物、病院へ

行った人は昼までか、昼過ぎには帰る１便。昼から出て行った人は夕方とにかく自宅に帰る

便。最低その便２便だけはどうしても欲しいな。数少ない高校生が通っておりますので、朝

の１便は６時４０分頃に出る。この時間に出るバスは、年寄りはちょっと間に合わない。 

そして、終わって帰ってくる子供たちが乗ってくる足も最終便になりますけれども、これ

もやっぱり遅くなりすぎて、年寄りには間に合わない。ですから、昼までに１便と昼からの

１便というのが自分たちの足というふうになります。 

 そんなことで、この地域は協賛金が難しいけれども、隣のおじさんを自分が送り迎えする

つもりで、１年間に「俺はまだ軽四に乗っているけれども、このぐらいは協力しようか。」と

いうようなそういう雰囲気も併せて、自分たちのバスを走らせるためには、そういう意識を

持つのも必要ではないかなということも話しに上がりまして、皆さんが、自分たちの足を自

分たちの地域でつくっていこうという雰囲気を持っていただくことになりました。 

 今日は各地域の自治会長さんも来ていただいているようですけれども、やはり自治会長さ

んを中心に、その小さな自治会の中で自分たちの公共交通という小さなバスをどんなふうに

して、自分たちのまちにつくるかということを、みんなが真剣に考えていただいている矢先

です。 

 後は市の皆さんのご指導もいただきながら、市長さんのご理解もいただいて、来年の４月

１日になったら必ずこれが実行できるようにというのが、今の課題でございます。とりあえ

ず、ご報告方々、地域の事情をお話させていただきました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 ありがとうございました。お二人の話の中には、これは前段の加藤先生のキーワードの一

つにもありましたけれども、やはり「自分達でなんとかしなきゃいかん。」これが基本的なと

ころにあるかと思いますけれども、それぞれ地域によって実情は違うでしょうけれども。 

 さて、今お二人のお話を聞きましたけれども、まちの中と、少し離れたところと、高齢化

が進行してきて、人口がどんどん減少してきている地域。そういう人たちの生活の足として
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の交通手段について、若いお二人の目から見てどんな感想を持っているか。それから、私た

ちのまちをもっとどうしたらいいか、そう難しく考えることはないけれども、素直に思った

ことを話てくれますか。岡本さんの方から。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

振っていただいた話題と意見がそぐわない

かもしれないですけど、思ったことを。私たち

高校生には、まだバスの存在というのが根付い

ていないのですよ。高校生にとっての足は、自

転車とそのまま歩くとかなので、バスを使うの

が、まだ自分の考えの中にないのですけど。「あ

そこに行くのはちょっと遠くない？やっぱり、

やめてく。」ということで、バスを使おうかと

いう考えはまだないのですよ。それはいくら地

域の中で走っていても、まだ親しみが深いとは

言えないじゃないかなと思います。 

加藤先生のおっしゃったまちづくり。「公共交通づくりがまちづくりになる。」とあったの

ですが、今のうちから高校生の中にバスという概念があったら、大人になって車も使えなく

なって、自分たちで足をどうしようかってなったときに「バスを使うか。」となると思うので

す。 

そこで、バスが使われなくなっている。なんかちょっと退廃してきているとなったら「俺

らの地域で走っているバスやないか、俺達が変えたろうやないか。」となると思いました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 ありがとう。なかなかいいことを言ってくれたなと思いますね。やはり切羽詰まった形で

はなくて、普段から見ていれば高校生の諸君もバスがないぞと。どうするかという話が色々

出てくる。そのときにみんなが意識してもらうと、バスの利用も高まるかもしれない。では、

大川さん。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 私たちは先ほど見ていただいた「それゆけ、鈴の音バス」の番組をつくるにあたって、た

くさんの方にインタビューをしてきたのですけど、その中で鈴の音バスの存在は知っている

けど、乗り方がわからないとか、どこにバス停があるのかがわからないという意見が結構あ

ったので、まずは多くの人に、その存在を知ってもらうためにも、アピールすることが大切

だと思います。 

 あと高校生の意見としては、鈴の音バスのように低価格で乗れるというのはとても魅力的

なことなのですけど、雨の日の通学時にもう少しバスの本数があったらとか、帰宅時にバス

の本数をもうちょっと増やしてほしいという要望もありました。たくさんの人の要望を組み

入れた、多くの人にとって快適なバスになればいいと思っています。 

岡本さん（右）と大川さん 
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コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 なかなかポイントを付いて、若いお二人はまだ高校２年生だそうですけれども、非常に我々

にとって新鮮に覚えるような、当たり前のことを当たり前にするということは非常に大切だ

と思うのですが、その辺を踏まえて、ひとつ市のほうからお話を伺いたいと思います。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 寺本座長がいわれたように、今のお二人からも本当に新鮮でポイントを付いているご意見

をいただいて、今後の交通の審議会などには高校生や中学生にも入っていただいていいのか

なと、逆に思わされます。先ほど小学生、中学生乗り方講座という話しが栗原さんのほうか

らありましたけれども、逆に活用の意味で、これまでは自治会に対して松阪市として働きか

けている部分がありましたけれども、単に自治会や地域だけではなくて、高校生も呼びかけ

たらいいかと。もし、利用方法、活用方法がより明確になれば利用者としていろんな使い道

があるわけですし、明和ジャスコに行きたいというときには、まちを越えますけれども地域

間で連携して、高校生が使いやすい時間帯に配慮したり、そういう皆さま方、高校生だけで

はなくて様々な利用主体の方々に対して意見を聞けるようなバスにしていかなくてはいけな

いと思います。 

 全体を通じてですけれども、地域の川口さん、そして福本さんからもご意見いただきまし

たけれども、今、各地域で生活の足として本当に大切な公共交通に関しては各地域の取り組

みが本当に輝いていて、松阪市の公共交通を支えていると思います。今日、参加していただ

いた皆さま方のお顔を見せていただきますと各地域から私自身も直接ご要望を受けた皆さま

方のお顔も見られ、または公共交通が今後どうなるのだろうと心配を持っている方も多くい

らっしゃると思います。 

 松阪市は財源がないからコミュニティ交通、バスがつくれないという言い訳は今後一切し

ないつもりです。実は、松阪市の財政当局のほうからは「これだけ地域から要望があって、

今後それに対して全部応じていたら松阪市の財政は逼迫してくるので、市長どう考えます

か？」という話も受けたことがございます。ただ、地域が本当に必要性をもって、皆さま方

が提案して、運営・継続に対してしっかりと関わっていただけるのでしたら、私たち行政は

お金を出すことを一切惜しみません。ただ、地産地消、農業においてもそうですけれども、

やはり自分でつくった野菜、自分でつくったものというのは本当に愛着がありますよね。松

阪市がお金を出すことというのは本当に簡単なのです。皆さま方の税金を使って、それに対

する説明責任を果たせるお金の使い方をしなくてはいけません。 

 その中で、一番地域の実情、お金の使い方をわかっているのは私たち行政ではなくて、皆

さま方なのですよね。だからこそ、どのように地域で必要性を感じて、皆さま方がどういう

公共交通機関を活用していきたいのか、どういうバス路線で自治会同士が協働してやってい

きたいのか。そういう話をぜひ、今後聞かせていただく中で、松阪市として皆さんが主人公

でサポートしていく方法というのを話し合いさせていただければなと思っております。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 その辺につきましては、またフリートークのほうで皆さん方としたいと思います。今はパ
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ネルディスカッション的になっていますので、意見のやりとりはこの中でしてもらったほう

がいいと思います。 

 今、市長も含めて色々とお話していただきましたけれども、とりあえず問題提起的に「こ

こはどうなっているの？」とか、そういう話を加藤先生から振っていただきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 今、ずっとお話を聞いていて、色々考えることがありました。私も大学で研究したり、或

いはいろんなところへ行って支援をしたりしていますけど、一番簡単なのは、どうしたら皆

さんが必要な公共交通に対してお金を持ってこられるかということを……。はっきり言われ

ることがあるのですよ。「理屈はいいけど、お金をもってこいよ。」と。あんまり学者にはそ

ういうことを言わないのですが、僕は学者と思われていないのか、そういうことを言われる

ことが実際、結構あります。 

 最初のうちは「先生の素晴らしい高邁（こうまい）な意見をご拝聴いただきまして、勉強

させていただきました。」だったのが、そのうち「理屈はいいから、とにかく金もってこい。」

という話が出てきます。実際、補助制度づくりとかもしてきましたので、それなりに持って

きてはいるつもりなのです。 

 ですけど、そういうことをする中でわかってきたのは、本当にお金を持ってこようとした

ら、その持ってきてもらう地域の皆さんもそれに匹敵するだけ、一生懸命してもらわないと

説明ができないということなのですね。現実に、今飯高の話が出ましたけど、飯高の上木梶

へ行く路線というのは三重交通さんから上木梶のデータをもらって見ましたら（客が）ゼロ

ゼロゼロ……なんです。全く乗っていないのにどうして維持できたか。国と県が折半で補助

金を出していただいて運行できているのです。 

 多分この話になるまで、福本さんは全く知らなかったですよね。「知ってました。」ああ、

知っていたそうです。でも、国と県が払えなくなってきたのです。次から次に転落してくる

ので、払えなくなってきているし、たとえば国会とかで「地域のバスを守るために国でこう

してお金を出しています。」・「全然乗っていない、あれは。あんなので走って意味あるの？」

っていわれたらアウトなのですね。それはお金のあるときは「まあ、明日にでも配ってやる

わ。」だったのですが「こんなお金がないときに、誰も乗っていないバスに誰が金を配れるの

だ。」という話になってきています。 

 ですから今、例えば飯高がどう変わろうとしているかというと、自分たちが必要なのだと

いうことを示していただくことで支援していただけるような、そういう環境づくりをするこ

とだと思っていただいたらいいと思います。 

 前後しますけど、そのときに地域として、やはり車に乗る人が圧倒的ですよね。そんな中

で支援する枠組みをどうしてつくれるのかという話をちょっと聞きたいと思います。それは

あとで伺います。 

 高校生の皆さんに問題提起というか、したいことがあります。今、三重高校からバスに乗

るとすると、行き先はどこですか？ 
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パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 だいたい松阪駅が多いです。中央病院もあります。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 中央病院もありますね。駅とか中央病院、何か行きたいところはありますか。高校生はや

っぱり遊ばなきゃ駄目なのですね。大学教員がいうことではないですが。勉強して名古屋大

学もぜひ来ていただけるとありがたいと思いますが。高校のときは勉強して真っすぐ帰って

いたら駄目ですよ。僕は真っすぐ帰ったことなんかは１回もありません。もう親から怒られ

まくりです。 

 例えば、そのときにバスに乗りたいとしたときに、松阪中央病院行きのバスですよ。どう

ですか、萎えるでしょう。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

「病院に行って診断を受けてこうかな。」とは思わないです。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 嫌ですよ、高校生ですからね。だから、例えば高齢者の方ですと、朝病院へ行って、まあ

整形行ってリハビリしてちょっとすっきりした。では、買い物へ行こうか。買い物へ行って

帰ろうか。家、病院、スーパーの循環ができるわけです。 

 高校生が、とりあえず朝バスで学校へ行った。しかし、帰りのバスが松阪中央病院行きで

は全然、高校生のライフスタイルと合っていないわけです。どこへ行きたいかという話が聞

きたいですね。高校の生徒会で我々が乗っているバスをもっとこうしたらどうかと。一種の

株主ですから。お客さんはちょっとはいるでしょう。我々がこういう提案をしたら、お客さ

んを１００人増やせるから、三重交通さん、松阪市さんやってよと。その検討に混ぜてよと、

そういうのをしてほしいですよね。 

 そのときに、例えば僕とかが会議で「高校生がたくさん乗っているのだから高校生を入れ

ましょうよ。」と提案したいと考えています。実際、全国でそういうところ、たくさんあるの

ですけど。例えば入っていただけるような可能性ってありますか。そうだとしたら、生徒会

の中でそういう委員会をつくるとか、バスに対してどういう要望があるかというのもまとめ

ることをしていかなければいけないですよ。それが共同経営者なのですよ。どうですかね、

放送部をしながらそれってできますか。 

だから、まずどこへ行きたいか。今、市長から明和のイオンのことが出ましたので、僕は

それが出たら、マームぐらいにしておいたほうがよかったかなと思いました。まさか他町が

出るとは思わなかった。あとで抗議の声が出てくるかもわかりません。そのために、そうい

うように検討に参加していくということが今できそうかと、そういう話を聞きたいです。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 先ほどお話しがあったように、明和のジャスコとかはよく行くのですけど、バスは通学に

も使うので、高校生にとってそんなに遠い存在ではないと思うのですけど。イメージとして、
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こういう話は難しいという感じがするので、話し合いに参加するのはちょっと難しいかなと

思います。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 今、この場に座っているだけでも、だいぶびくびくしているので、積極的には参加しづら

いのではないかと思います。行き先としては、放課後と仮定すると、あまりたくさんの時間

はないので三重高から出て行っても、まあ明和に行こうかという人はそう多くないじゃない

かな。私は女子高生ですので、女子高生からすると友達と喋りたいですよ。喋る場所とする

と、ファーストフード店とかですか。できるだけ近くて、あまりお金が使わずに喋れる場所

に行きたいというところです。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 今、明和のイオンとか、ファーストフード店とか出ましたけど、そこに商店街とかの商売

ネタがあるのですよね。それから、そこに行くときにバスの商売ネタはあるのですよね。 

今、ある意味かわいそうかもしれませんが、そういうことがちゃんとできるような環境に

ないかもしれません。もちろんそれなりに自己防衛して、どこかたまり場とかつくっている

のかと思いますが。 

高校生は、朝は品行方正に駅から送り込み、帰りは終わったらすぐ帰ればいいとか。それ

に行くと、ちょうど病院に行くから病院まで延長しておけばいいという。バスはこういう発

想じゃ駄目なのですね。そうじゃなくて、高校生に使ってもらうと。それから使ってもらう

だけじゃないですよ。高校生の皆さんに「松阪というのはいいまちだなあ。」と思ってもらう

ためには、これは松阪に人を残して松阪を発展させるために、学校が終わったら遊びに行く

にしても、塾へ行くにしても、バスにぱっと乗ったら行けると。塾が終わったら、お喋りが

ひと通り終わったら「バスがあるね。」というようになっているインフラが必要だと思います

ね。 

 現状だという機会がないどころか、今お二人がおっしゃったように、いうこと自体がはば

かれるという状況でしょう。大丈夫です。僕みたいなのが委員にいますから。松阪では全く

問題ありません。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 これは次のフリートークのところでもっと話しが出ると思いますけれども、質問が一つあ

りました。こう考えているのだ、だから手を貸せ、金をもってこい、これはどうするのだと

いうことについて、加藤先生に質問します。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 加藤先生に三交バスがどれだけの乗車率かというのを、密かに調べていただいています。

私はそのバスをいつも見ておりますし、地域におりますので、乗車率が低いのは以前からわ

かっておりました。採算ベースからいったらこれはとても勘定に合わないですね。 

 その当時は、まだバスが廃止になるという予想は、頭の中にひとつもなかったのですよ。
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ところが、赤字の部分について国と県が補助金を出してくれるといっても、乗車率があまり

にも低いと、その補助金が出ない。国民の理解が得られないという原則から、基幹路線は国

から補助金が出ないので、２１年度の１年だけは市の支援で走っていただいているのですけ

れども。 

さて、地域の中で一番始めにバスがなくなるよと言ったら「なんや、バスも走っておらん

地域といわれる。」「乗らん、俺は。しかし、バスが走っておらん地域というのはイメージ落

ちる。」と。そこからの出発でした。 

 それで今、先生からご質問があったように、乗車率の悪いところをどうして支えていこう

としているのか。今日はかなり地域の人も来ていただいているので、私はものを言いにくい

のですけれども。黒部の場合は、中央病院も近い、済生会も近い、松阪駅も近いということ

で、運行形態をうまく考えれば、乗車率を上げることはうまくいくかな。 

 ところが、飯高の山奥でＪＡ波瀬支店がありました。森にはＪＡ森支店があったのですけ

ども、その支店が二つともなくなって、今は金融機関というと波瀬郵便局か、川俣支店しか

ないですね。 

 今日は運輸局から課長さんもお見えになっていますので、その辺もお聞きしたいなと思っ

ていたのですが、森からＪＡの前の国道はまだバスは走っているわけですが、バスの走って

いるところへコミュニティバスは重複して入れない。ですから、森まで行ったら森からはス

メールから出てくる三交バスに乗って川俣の農協まで行く、森本医院まで行く。 

 やっぱりお年寄りの生活を考えてみますと、月に１回や２回は農協まで行きたい人はたく

さんいるわけです。そのときに、森まで行って森から三交バスに乗り継いで、あと１０㎞ほ

ど行った農協で仕事を済ます。しかし、帰るバスは全くないわけです。その三交バスのない

時間帯について、コミュニティバスはＪＡ川俣支店前まで行けるシステムを三交バスや市と

の話し合いで、ご理解を得られつつあるのですけども。 

 また、森本医院という飯高町の診療所へ行く人も助かる。そういう人はたくさんみえて、

地域の皆さんもその状態がわかっていますので、やっぱり企業はないけれども、自分が乗っ

たつもりで、いくらかでも支援しようという機運が「これはやむを得んね。」というところま

で高まりつつあります。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 加藤先生、今の福本さんの回答について何かありますか？ 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 今の話しはできるじゃないですか。やらなきゃいけないことだと思います。やっぱり難し

いことはありまして、コミュニティ交通と三重交通さんがしているようないわゆる基幹路線

が重複して競合してしまうというのは、非常に非効率な話しですよね。だけど、その中でど

ういうふうに折り合いをつけるか。うまく共存することが大事なのです。これが地域公共交

通協議会の大きな仕事で、私も委員ですので、そういうことがきちっとできるように、波瀬

の皆さんのお気持ちが、きちんと路線に反映できるように頑張らなきゃいけないなと思って

います。 
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コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 我々が色々考えて、問題は栗原さんのところで駄目という話があるのかないのか。この辺

のところでコメントをいただけますか。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 たしかに路線バスとコミュニティバスのすみ分けは、色々なところで問題になっていると

ころでして、路線バス事業者の方に採算性がとれる状態でしていただくのが大前提なのです

けど。どうしてもそれではうまくいかない部分があって、路線バスで「あまり採算が取れな

いから出来ないよ。」というところでも、自治体の皆さんがどうしても乗っていく必要がある

というニーズがあるのであれば、そこの場所でコミュニティバスを走らせることは可能だと

思います。 

 その路線バスとコミュニティバスをうまくやりくりする場所として、地域公共交通会議で

あるとか協議会があると思いますので、住民の方も参加されていると思いますから、皆さん

の声を事業者さんにもお伝えした上で、皆さんで話し合って一番いい方法を決めていただけ

ればと思います。 

 運輸局も支局から人を会議に出しておりますので、ぜひ忌憚ないご意見をいただいて、ご

相談いただければと思いますので、よろしくお願いします。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 前向きのご回答と受け取ってもいいのかなと思います。私たちのことは私たちで考えると

いう姿勢はやっぱり崩してはいけないだろうと思います。他力本願も大いに結構だと思いま

すが、空からお金が降ってくれば一番いいですけれども、なかなかそうはいかない。 

 やはり人口が減少しているところをどうするかという問題もあるし、高齢者の方々がたく

さんだと、福祉の問題と目的を明確にすることも大切だと思いますけれども、それだけでし

ょうか。 

飯高地区は人がどんどん減っていくので、アクセスの問題があろうかと。我々はマイカー、

車で行きますけれども、車がない人はどうするのか。あるいは他地区から来た人が、松阪駅

を越えたらバスはスメールまでしかないとなると、後どうするのかなという話があるのです

が。その辺のところを福本さんにお聞きしたいですが。何かいいお考えがあれば、教えてい

ただきたいと思います。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 地域交通の時刻表、案内表をうまく活用したいな。「このバスはスメール行きです。」が、

こういう連絡をすると「スメールから西にはこんなふうに行きます。」という案内を表示する

ことで、クリアできないかと思っています。 

    

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 たまたま今朝新聞を見ていて、波瀬小学校で催し物がありますよね。あの建物は非常に個

性、あるいはいい小学校だと思いますが。そこで催し物やコンサートが行われます。問題は、
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どうやって行くのかということです。「そこだけでもいいから、ちょっとバスを走らせてくれ

ればいいな。」というような知恵を地域から出していけばいいのかなと。そのアイデアを地域

のほうでも取り入れて考えていけば、新しいことが出来るのかなあという感じがするのです

けどね。市長はどうお考えでしょうか。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 今、おっしゃっていただいたとおりで、今年度において、松阪市は私の公約にもありまし

たので、波瀬、上木梶線は維持させていただきましたけれども。行政も地域から遠くなって

はいけないですけれども、やはり今後は、地域の方が一番わかっている中で、単に行政に維

持することを頼るだけではなくて、地域の皆さま方が生活に密着したいろんなアイデアを出

していただきたい。単にバスが通っていないから恥ずかしいという次元の話で終わるのでは

なくて、これだけ必要でこれだけ利便性があるというような。 

今、言われた波瀬の小学校で七夕コンサートがありますが、本当に美しい場所ですので、

定期便ではなくて非定期の便としての活用であるとか。看板の出し方とかいろんなアイデア

を地域から出していただいて、行政に教えていただくという在り方が「一番ベストではない

かな。」と思います。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 あと１０分程でちょうど１時間になりますので、３時１５分まで続けたいと思います。そ

のあと、ちょっとお休みして、私もフリートークにはネクタイを外しまして、もっとざっく

ばらんな形で参加させていただきたいと思います。 

 川口さん、今まで色々とお話をしてまいりましたけれども、うまくいったという話でも、

やっぱり何か問題が残っているのではないかなという部分がある。もっといい方法はないの

かなという視点で何かあれば。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 私のほうは、日々の模索でございますけれども。私ども黒部では３年間たちまして数字的

には出ましたけど、ただ単に地域交通ということになりますと、数字だけでは評価できない

部分がほとんどではないかな。ただ、数字が出たからいいというのではなく、いかにこの数

字に歯止めをかけて、もう少し上に行くか。 

 さっき市長も言われましたが、私も商工観光課へいっていることは、これまでバスを走ら

せていただいた時は、唯一三交百貨店があったのです。しかし、この目標がなくなった。す

ると松阪市には何の魅力もありませんと。先ほど加藤さんも言われたように、私もこれをし

たら数字的に落ちていくし、皆さんの満足が図れないということで、路線をジャスコへ入れ

てもらったほうがいいなと。明和ジャスコは、出間からですとコミュニティバスで３分ぐら

いなのですよ。もう見えているのです。 

しかし、行政というのは縄張りというものがあるような気がするのです。ジャスコがある

のは明和町。私は明和町へ行きまして「バスが入ったら、あなたところのバスとジョイント

しないか。」と勝手なことですけど、そんないい方をしたのです。「松阪市にもいっぺん話し
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をしてちょうだいよ。」と。結果はわかりません。 

 それと、アンケートを取ったときに「何でジャスコへ行かないの。」という声も圧倒的にあ

ったのです。それは聞いたふりして、松阪市には「言ってあります。」と外していったのです。

けれども、三交がなくなったのだから、もう目標がないから、これまで西へ向いていたもの

を東へ向けてやろうということで、自分たちのバスをいかに便利に使っていくか、考えなけ

ればいけない。 

 これまで三重交通が走っていたときは、明和町から津まで走っていたのです。それがなく

なったからジャスコはちょうどいいのかと。学生さんにしても老人にしても子供にしても、

ジャスコは全部集まるのです。朝見はジャスコの向こうですから、鈴の音バスがしている循

環、せめてこの東のほうでしたいなと。これは私の究極論ですけど、そういうことでしてい

ます。 

 もう一つは、小学校でまだ始めたばっかりで皆さんに披露していいのかどうかわかりませ

んけれども。成功の方向にいけば、またそういう方法を取りたいなと。夏休みを利用して５

日間だけ自治会にお願いして、無料乗車券を１年生から６年生まで渡します。乗車券を使っ

て子どもたちに「走っていることを知っていますか。」・「乗ったことがありますか。」・「乗り

たいと思いませんか。」という三つ四つの設問をし、乗ってもらう。まだ、人数を把握してい

ませんけれども、申告制で乗っていただくという提案です。 

 小学生というのは、お父さん、お母さんが一番うるさい年代ですから、子どもを刺激すれ

ばお父さん、お母さんもついて乗らなきゃいけない。そうすると、今まで知らなかったこと

に意識を持ってもらえるじゃないかと。そういう形で、取り組み始めた状態です。今、行っ

ていることというのは「乗車人数の減少に歯止めをかけたいな。」・「もう少し前へ進めたい

な。」ということで、現在に至っております。以上です。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 一つだけ、よろしいですか。今の行政の縄張り意識という話しが出ましたけれども、今後

はそういう縄張り意識を捨て去らなければいけないと思っております。今日の朝刊に、海上

アクセスの問題も出ていたと思いますけれども、あれもまた公共交通なのですよね。海上ア

クセスを維持していく上で、正直、松阪とセントレアだけですと赤字路線なのです。私自身、

津の市長にも何とか維持していただきたいという話し合いをさせていただきました。その代

り、松阪の財産である船一隻は、津でも伊勢でも使ってもらってもいいですよと。こちらも

協力し、津市にも理解していただいて、海上アクセスも残させていただいたのです。 

 明和町と松阪市、一番近い地域から３分、４分、５分で明和ジャスコに行けるにも関わら

ず、松阪市という枠組みで明和に行くにはどうこうというのも、本当にちっぽけな話です。

そういうちっぽけな行政の枠は超えて自治体の連携も、今後は様々なコミュニティ交通の中

では行っていく必要があるのかなと思っております。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 難しい問題もありますけれども、地域という言葉を皆さんどういうふうに受けとめられて

いるかということですね。地域というのは、目的に応じてどんどん含まれるエリアは変わっ
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てくると思います。これは私も学者なので理屈なのかもしれないけれども、実際に分析する

ときに地域というのは、行政の区域と全然違う。 

先ほど川口さんのお話しや市長さんのコメントにもありました、目的に応じて地域を変え

ていくのは非常に合理的だと思うのですが。なかなかいろんなルールがあるので、その辺の

ところは難しいのですが。ただ、問題を考えれば、そういう地域はどんどん壊していっても

らえたらなと思いますが、加藤先生はどう思われますか。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 私自身は、公共交通、あるいはその地域の人たちの暮らしをよりよくしていくということ

を考えれば、やはり素直に考えなければいけないと思う。その地域の人たちがどういうニー

ズを求めているのか。それに対して、どういうふうに公共交通やまちが応えるか。 

 とりあえず公共交通で答えを出そうとすると「デートに行くのに映画を見たいよね。」だっ

たら「明和のジャスコに行かなきゃいけないね。」だったら「明和のジャスコにバスを走らせ

たいよね。」と。これは自然な回答です。でも、（客を取られたら）松阪の市民税は下がっち

ゃうじゃないのということになれば、今度は「松阪で映画が見られるところをつくらないと

いけないよね。」と頑張る。その両方がないといけないと思っています。 

 最終的には、松阪の人たちが、どこへ行こうとも非常に活発に動くことができて、豊かさ

を享受できるようなまちをつくっていく。これが目的ですから、そうなるようにお手伝いは

していきたいと思います。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 一応、予定していた時間、１時間ほどたちました。最後に栗原さんのほうから、一言、締

めの言葉をいただきまして、休憩後、フリートークにしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 締めの言葉と言われると、大変荷が重たいのですけれども。今日参加させていだたいて、

やっぱり皆さん、公共交通の問題に大変関心が高いのだなということを感じました。この会

にご参加いただいている皆さんも、お休みの時間をつぶして来ていただいているということ

で。国も今、地域公共交通の問題は本当に重要だと思っておりまして、様々な支援の制度は

つくっているわけですけれども、一番重要なのは住民の皆さんがやる気になっていただくこ

となのですね。 

 そういう意味では、松阪市の皆さんはこの問題に本当に関心を持たれていて、前向きな市

だと思っておりますので、こちらとしても感銘を受ける部分は多々ございます。こういった

取り組みが全国的に広がっていけばいいなと思っておりまして、これからも運輸局のほうで

も、ぜひご支援申し上げたいと思いますので、よろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。 
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コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 どうもありがとうございました。限られた時間なので十分なディスカッションはできない

というのは、これが宿命でもあります。しかしながら、こういうのは継続的に、また行われ

ることが必要だと思います。 

 また第二ラウンドでは、今まではこの投げかけですけれども、皆さんのほうにもボールが

飛びますから、どんどん打ち返していただいたり、投げていただいたりして、それでディス

カッションを進めていきたいと思います。 

 長時間でしたけれども、パネルディスカッション、これをもって終了させていただきます。

どうもご清聴ありがとうございました。 
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◆◆◆◆フリートークフリートークフリートークフリートーク        

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 それでは、フリートークに入りたいと思います。発言される方は手を挙げていただいて、

差し支えがなければ、お名前を言っていただきましょう。それで、できるだけ完結にご意見、

質問を。質問がある場合には、いろんな方がみえますので、誰に質問されるかということを

明確におっしゃって質問してください。 

 それでは、まずボールはどういうふうに投げるかということですが、フリートークは、ま

ず、皆さんのほうにボールを投げます。まずご質問、あるいはご意見。今までの話しを聞い

て「やっぱり、それはおかしいじゃないか。」とか「いや、ここはもっと考えるべきじゃない

か。」というようなことを提案でも結構ですので、何かあれば手を挙げていただいて。 

 

会場会場会場会場    

鈴木と申します。私は、自称地域おこし市民活動家ということで、様々なこういう機会に

参加させていただいています。どうも行政のすることは縦割りで、今回のコミュニティ交通

を育てるシンポジウムということですが、これは市長にぜひ、お願いですけど。「どうやって

人を運び出すのにお金を使うのか。」ではなくて、まちから集落のほうに人の流れをつくる方

策が必要ではないかと、私は思っています。 

 特に福祉のほうでは、例えば終末医療だとか特別養護老人ホームは、別に便利な市街地で

ある必要はないわけです。グループホームとか高齢者の終焉の住宅とかを田舎の非常に空気

のいい所につくれば人は集まってくると思い

ます。どうか、まちから山村に人の流れを運ぶ

ようなことを、ひとつ考えていただきたい。 

 もう一つは、コミュニティバス。私は移送ボ

ランティアに関わらせていただいて、移送ボラ

ンティアが中止になって以降もお年寄りを継

続して生活支援をさせていただいています。実

際１５分で行けるバス停まで、１時間以上かけ

て来ているのです。早起きして、途中で休憩し

て、乗り遅れちゃいかんので、１５分、２０分

早目につかなきゃいかん。５キロのお米も運べない年寄りが非常にふえていますのでね。住

民活動で活性化して、公共バスと地域のサポートする部分も一緒になって考えていただきた

いと思います。以上です。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 医療や福祉の関係で限界集落から松阪へ来てもらう。そういう公共交通は必要だと思いま

すけれども、一方で「限界集落へ行くような、そういう取り組みの工夫はする必要はないの

ですか。」という質問だと思います。私自身、全くおっしゃるとおりだと思います。 

フリートーク会場の様子 
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 ただ、現実として、それに関しては公共交通の問題の視点だけではなくて、加藤先生が話

しの中でも言われたとおり、いかに人が動くかということを考えていく上で、公共交通とま

ちづくりのリンクというものを積極的にしていかなければいけないと思っております。 

 その中で私は、松阪市のテーマの一番大きいメインテーマが「日本で一番魅力的な田舎ま

ちづくり」と言っております。昨日も海上アクセスが経営破綻いたしましたけれども、海上

アクセスに対してサーチャージという形で以前、松阪市も支援をしました。けれども、海上

アクセスに対してそこに直接支援をしても、まちは活性化しないですよね。そのお金を逆に

まちづくり、人づくり、地域づくりに対してあてるということが大事であって、逆に地域が

つくられれば、限界集落の魅力が生じるまちづくりをすれば、結果としてそこに人が行くよ

うになる。公共交通の需要が増える。そういうまちづくりの在り方、順序で考えていく必要

があると思います。 

 今、福本さんがいらっしゃる波瀬の地域におきましても、クレソンのまちづくりをしてお

ります。「波瀬の風」とテレビでもよく取り上げられるのですけれども、１時間半、２時間か

けて、わざわざクレソン料理を食べに行く方々もいらっしゃいます。今年、松阪市も「波瀬

の風」の地域づくり活動に対して支援させていただきました。そういう地域づくりをしてい

くことで、結果として公共交通を利用していただくような、そういうまちづくりの在り方と

いうのが、今後大事かなと思っております。 

 

会場会場会場会場    

 平成町の代表で現在７８０世帯、３,５００人ほどが住んでおります。まだ、２０年間バス

が１回も通っていないというような状況で、ぜひ、これを機会にバスを通してもらいたいと

いう気持ちで、今日ここへまいりました。 

 この２４日に商工観光課の人がみえて、話し合いをする予定ですけれども。これからの市

長さんのお考えをお聞きしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 最初にも少し話しをさせていただいたですけれども、私自身、予算がない、財政がないと

いう理由でバスの路線をつくらないとか、地域の皆さまにも努力をしていただいているのに

梯子を外すということをしていくつもりは一切ございません。ただ、この前、平成の方に市

役所に来ていただいたですけれども、その時に「平成団地の自治会はよくまとまっているの

ですけれども、隣の自治会であったり、横の自治会同志の連携がいまいち、できていないで

す。」という話を聞かせていただきました。 

 私自身、もちろん行政がそこの仲介となって、地域の公共交通をつくっていくことに対し

てアドバイスしたり、一緒になって手を取り合って、横の連携を深めていくのに最大限協力

をさせていただく一方で、やはり地域が「横の自治体と連携があんまりないです。」ではなく

て、必要であるときには横の自治会同士の連携を積極的に働きかけていただきたい。必要性

と自分たちに何ができるかという部分も考え連携していけば、バス路線が通ったときの喜び

とか、住民の皆さま方の活用が広がっていくと私自身は思っております。 

 その中で、調整役であったり、最終的には予算の配分も含めて、色々な形で行政は支援さ
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せていただきたいですけれども、単に署名を集めていただいて届けていただくということで

はなくて、まずは地域で今、何ができるのか、どういう需要があるのかということを考えて、

つくり上げていただきたいと思っております。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 要望のような形になりましたけれども、はい、お手が挙がりました。次の人。 

 

会場会場会場会場    

 今の市長の財政的に支える決意があるということは、市の交通担当の人に伝わっているの

でしょうか。それから、振興局の人に対して、どのようにして構築していくという思いは伝

わっているのでしょうか。 

 もう一つ、先ほど福本さんが飯高のことをおっしゃいましたけれども、ぜひ、三重交通優

先じゃなしに、地域でこういうものが欲しいということを優先して路線というものを考えて

いただきたい。これはぜひ、お願いしたいと思います。 

 市の協議会の第一項目に既定路線を優先するというように書いてありますが、先ほどの黒

部の明和ジャスコにつなぎたいというような、地域が欲しいと思う。どうしたら利用が多く

なるかということを、実現していただきたいと思います。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 私自身の考え方が伝わっているか、または商工観光部という形で、これまでは公共交通に

かかわる部署に伝わっているかどうかは、私が話しをするよりも担当の部署の方が後ろに控

えておりますので、もしよかったらちょっと部長と担当主幹が来ていただいて、一言コメン

トをいただければどうでしょうか。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 全員参加型ですので、部長も参加してください。 

 

商工観光商工観光商工観光商工観光部長部長部長部長    

 失礼します。商工観光部の村田でございます。よろしくお願いします。ずっと聞かせてい

ただくばかりで大変申し訳ございません。今のご質問についてですが、これはこの協議会が

できまして、ずっと一貫して要望型から参加型ということで、いろんな地域からの要望を地

域でまとめていただいて、行政もそれに加わって一緒に協議をして、公共交通していくんだ

と、我々はその認識のもとに地域へお邪魔させていただきまして、協議をさせていただいて

おる状況でございます。 

 こちらは、１６年から関わっておりましてスペシャリストと言われている担当主幹でござ

います。 

 

担当主幹担当主幹担当主幹担当主幹    

担当主幹の井口です。地域の皆さまに喜ばれるところもあるかもしれませんけれども、嫌
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われるところも実際にあると思います。市の方針に理解を求めているのではございますけれ

ども、そこの地域だけのシャトルバス的なお話しになってくるとこちらとしても受けがたい

というような状況でございます。やはり市長のおっしゃっているとおり、スタンスとしては

何年かかろうとも、地域の皆さんとお話しをして、お互いに納得した中で、地域同士のコミ

ュニケーションが必ず必要だと感じております。そのようにして、皆さまのベストとはいき

ませんけれども、近い状態のコミュニティ交通というのは構築できるのではないかと感じて

おります。 

 先ほど部長の話しがありましたように、市としましては地域の皆さんの参加型というよう

な形で考えておりますので、ご理解、よろしくお願いしたいと思います。どうもありがとう

ございました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 質問と回答という形でこうしていると、なんか公開答弁とか、議会の答弁になってしまう

ので、そうではなくて「市長こうしてくれじゃなくて、こうしたらいいじゃないか。」とか、

もっと前向きにいろんな形で提案されたほうがいいかな、と思うですけれども。では、そち

らどうぞ。 

 

会場会場会場会場    

 虹が丘町のものです。虹が丘町はバスもない、大変不便を感じておりますが、本日のシン

ポジウムを通して、まあ、現在のバス事業というのは、非常に「お粗末だな。」というのを感

じました。全部ひっくるめて私が感じたことで、市長さんに提案があります。 

加藤先生の言われた「あなたが交通システムの経営者です。」というのに私は非常に感銘し

まして「あなたが」というのは、これはもちろん市の職員も入っているのです。そこで提案

したいのは、市も週に１回１日マイカーのノーカーデーをつくられたらどうかと。さあ、そ

うしたら市の職員の方はどうやって通勤されるのか。どうされるのかと。私はそれを聞きた

いです。ノーカーデーをつくるのも、みんなで育てよう、守りましょうというのと一致して

くるのではないかと思いますが、いかがでしょうか。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 私からの提案もあったのですけど、松阪市役所職員の方が市の駐車場を使っているときに、

これまで料金を取っていなかったですけれども、料金を取ろうと。市の職員様には嫌われて

しまいそうなのですけれども、そういう検討会をつくらせていただいておりまして、車をこ

れまで駐車していた方が、駐車できなくなる可能性もあるので、ある程度、職員の方の通勤

も、もしかしたら、かえってバスに乗られることもあるかなと思うこともあります。 

 またそれとは別に、今言われた１週間に１回ノーカーデーにしてしまうと職務が滞ってし

まうかなと思うこともあり、１カ月に１回であるとか、環境問題や公共交通の大切さを理解

していただくという意味で、色々と検討はさせていただきたいと思っております。 
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コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 ノーカーデーですね。面白いですが、４輪から２輪にしようかという話になりませんか。

はいどうぞ。 

 

会場会場会場会場    

 機殿地区のものです。私たちのところはやっぱりジャスコが目の前に見えるのですよ。バ

スを走らせる前のアンケートで、通常生活していまして、やっぱりジャスコとかマックスバ

リュとか、買い物する場合が多いわけです。「ジャスコまで走らへんのかな。」とか、住んで

いる者としまして、実際に生活の中から必要性を感じているわけです。 

 私は自治会長をしていますので、代表としまして、最近はやっぱり年寄りが随分増えてき

ていますので、そういう人のニーズにある程度、応えていく必要があるかなと思っています。 

 最後に市長さんも言われましたように、これから明和町との連携、実現できればいいなと

思いますので、ぜひ、努力してください。よろしくお願いします。ありがとうございました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 行政区域というのがどうもネックになっているのかなと思いますね。本当にすぐ隣なのに

遠回りしなきゃならないし、かえって、そちらに行けばプラスの部分が出ると思うですがね。

市長、コメントありますか。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 連携に関してはさせていただきます。 

やはり明和のジャスコのような施設が、今後、松阪のほうにもできれば、税金をまた落と

していただけるようになるのですけれども、その辺どうですかね。明和のジャスコとか、今

ないものでも結構ですけれども、逆に公共交通を今後使おうとするような施設というのは、

何があればいいでしょうか。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 高校生の遊び場としては、映画館やカラオケが多いと思うのですけど、松阪にはない。松

阪で遊ぶとしたら、あったらいいと思います。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト    

 三交さんがなくなったのがとても大きいので、ショッピングセンターでもいいので買い物

できる場所がいいかなあと。駅の周りにちょっと何もないかな。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 ありがとうございます。まちづくりと公共交通の一体化という考え方は本当に大事で、松

阪市内において限界集落へ行かないだけではなくて、松阪市内にも行かないような状況が今、

生じておりますので、そういうまちづくりの在り方というのも一緒になって考えさせていた

だき、明和に行きたいという話が出ないような取り組みを、まずはしていきたいなと思って
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おります。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 そちらで手が挙がりました。 

 

会場会場会場会場    

 八重田町のものです。平成６年４月１日に阿坂小野線、松阪日丘線という三重交通のバス

がなくなりました。その２年ぐらい前だったと思いますが、商工のほうから乗車率が悪いの

でというお話しをいただきまして、連合自治会のほうで「バスをなくすわけにいかん、どう

しよう。」と色々話をしました。 

 今、市からお金を出してもらっているのですが、連合自治体としては乗車率を上げなけれ

ばいけないと。どうしたら上がるのということで、自主運行バスになる前、もう５年目にな

ると思いますが、連合自治会から年間２２万円ぐらいの予算をとっております。それは２０

万円で回数券を買う補助金を出して、半額補助ですので、４０万の回数券を各自治会で希望

をとって、その額の分を買ってもらうという形にしております。 

 それから、小学生や幼稚園生にもバスに乗せたらということで、幼稚園や小学校へ１万円

ずつ毎年補助金を出しまして、自主運行バスに乗るということをしております。 

 今の乗車率の状況はどうなっているかわからないのですが、それなりの効果というか、地

元がなんとしても残してほしいということでやってきておりますので、ご紹介をさせていた

だきました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 今、取り組んでおられるところのご紹介ということでございました。ほかに何かご意見、

ご質問。どうぞ。 

 

会場会場会場会場    

 波瀬のバス会社です。福本さんのほうから、色々波瀬線のことは詳しく説明いただいたわ

けですけど、一つだけちょっと言わせていただきたい。なぜ、三重交通の利用者がゼロ更新

ということですけれども。波瀬線については全く不便極まりない。とにかく今、三重交通で

乗って降りてきても帰る足がない。ですから、隣のおじさん、または親戚の人に乗せてもら

って買い物に行く。それでしか行きようがない。まして高齢化とともに足が悪くなって、バ

ス停まで行くのに４㎞も５㎞も歩かないかん。その歩く足が痛いから医者へ行くのにそんな

ことでは、かえって病気をつくってしまう。ということから、とにかく三重交通のバスに乗

るまでの対策が、なんらできていない関係だから利用されていないということです。 

 ですから、その辺を起点として、コミュニティバスでどのような形でクリアできるのか。

できるだけ、そういう人の手助けになるような運行方法を、皆さんと一緒に考えていただき

たいと思っております。それはよろしくお願いしたいと思います。 
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会場会場会場会場 

今、ご質問いただいたのは波瀬地域の住民の役割を担っていただいている方ですが、おっ

しゃってもらったとおり、足の弱い人、高齢化率が極めて高いというのが特徴です。今まで、

三交バスが運行しているときは国道まで４～５㎞歩いていかないとバスに乗れないというと

ころは、六つ枝線があるのですよ。そういうところの小さな集落で、デマンド交通という形

で、予約をしておけばそこまで車が入ってくれる仕組みにして、できるだけ住民がバスを利

用できる仕組みにしていこうということで、だいたい固まりつつあります。 

 それから、先ほどご質問いただいた三重交通が走っておる区間をあまり気にせずに、自分

たちが利用するのにどれが便利かを優先して考えるべきだと、さっきもご指摘をいただきま

したがおっしゃるとおりです。ただ、何十年と三重交通に厄介になってきた地域でもありま

すので、こちらもやっぱり頭ごなしにそれをするのではなしに、できればなんとか森まで、

川俣の農協までぐらいは行けるようになんとかならんかと、地域ぐるみで、市も中に入って

いただいて「三重交通にもしょうがないな。」ということでご了解いただいて、バンバンやら

んと上手に柔らかくやったというのが実情でございます。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 色々地域の特性もあるということと、やはりここにありますように、みんなで守るという

ことですね。今ある路線をちゃんと守っていけばいいのですが、正直いって厳しい。特に過

疎という言葉がありますけれども、恐らくこれは日本語として過疎地であって人口がだんだ

ん減ってきているところなので、そういうところをどうするかという問題。生活していく上

での生活支援としての足の確保というのが、一番大きな問題だろうと思います。 

 それから、それぞれ住まわれているところがみんな違うわけで、中心部に住まわれている

方は中心部をどうしたらいいかを考える。彼女たちが言ったように確かに映画館がない、映

画館があればいいなと。そこに映画館、ショッピングモールという展開があると思いますが。

あとは乗り継ぎの方法で、つないでいくという方法も考えられるかもしれませんけれども、

その辺はどうなのでしょうね、加藤先生。つなぎつなぎの連携プレイというのはどのように

考えたらいいですか。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

 先ほど皆さんのご意見の中に、既存の路線を維持するのが一番というのは適当ではないじ

ゃないかという話しがありました。先ほど地域公共交通会議というのを説明しました。これ

は地域が、松阪なら松阪市がバスとか地域交通に関する関係者の方が集まって、その地域の

交通をどういうふうにしていくかを議論して、その結果、協議が整えば、その地域の中のバ

ス路線について、色々と変えることが容易になりますよという制度。これはコミュニティバ

スであろうと路線バスであろうとなんでもできます。 

 今の松阪市内の路線バスでは話しにならない。だから、作り直していくのですが、そのと

き幹になっているのが、やっぱり今の路線バスのところだと思っています。一部は組み替え

とかしなければいけないところがあると思っていますが、だいたいはそうなると思います。

そういう意味で、幹が大切だという意味で既存路線が大事だと申しました。 
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 これについては、例えば豊田市は、昨年までの間に「おいでんバス」という、基幹バスを

整備しました。おいでんというのは来てくださいという意味ですが。これは豊田の中心地か

ら、合併した旧町村役場まで、朝の６時台から夜の１０時台まで走るという、そういうバス

を整備しました。それは全部、市営バスで赤字も全部市が持つということです。要するに市

が一番大事な公共交通は責任もってやりますよと。６億円ぐらいの赤字を想定して、実際は

８億円ぐらいの赤字らしいですが、これはいい仕組みだと思っています。ですが、やっぱり

金がかなりかかる。豊田市は全部、民営バスを市営バスにしたのだけれども、実際のところ

は民営バスの路線網もうまく活用しながら役割分担をしていかなければいけない。そうでな

いと、普通の市の財政状況だったらもたないだろうと豊田市役所さんもおっしゃっています。 

 ですから、私の考えは両面ありまして、路線バスでできるところはして、徹底的に市民が

使いやすいものに変えていく。もう一つは、路線バスでできないところ、あるいは非常に中

途半端になるところ、こちらは積極的にコミュニティバスにしなければいけない。 

 皆さんにお願いしたいことがあって「何々していただきたい。」はやめてほしいですよ。

「何々します。」と言ってほしいです。「これだけ企画をつくってきました。俺たちはこのま

ちをこうするために、今の三重交通の路線、今のコミュニティバスの路線に比べてこういう

のをつくってきた。金がこれだけかかる。だけど住民はこんなに助かるのだ。だから加藤も

市長も協力しろ。」と。そんな案だったら霞ケ関でもどこでも飛んでいきますよ。それが共同

経営者という私の意識です。 

 その中で、やはり幹の部分は、そういうやり方では非常に難しい。ただし、意見は言って

いかなければいけない。実は三重交通さんにも色々話している中で、その意識だけ共有して

いる。 

 先ほど森で乗換えになるという話があって、上木梶に行くときは森で乗り換えしなければ

いけないが、松阪市でバスに乗ろうとしたら、スメール行きと書いてあっても上木梶行きと

は書いていない。これだと分かりませんよね。森のところでは乗り継ぎ点をつくるとか。 

 例えば、乗継するはずのバスが着いてもいないのに勝手に走っていっちゃうというのがあ

るのです。運転手になぜ走っていくのって聞いたら「あれは三重交通のバスでうちと関係な

いから、うちはダイヤどおり走った。」と言う。そうじゃなくて、このバスは三重交通の幹線

バスと繋がることで、すごく意味を出すものなのだから、ちゃんと三重交通さんも松阪駅の

ところに「このバスに乗ったら上木梶に行けます。」と大きく書いておいてよと。そうしたら、

乗り継ぎのバスが待っているからと。そういう連携が絶対必要ですね。 

 そういう中で役割分担をしながらきちんと結びつけて、市内を自由に移動できるものにな

ったらいいなと思っています。 

 例えば、私がしている仕事の中で、浜松市は人口８２万人、全国で２番目に大きな市です

が、ものすごい過疎地があります。浜松市は、１０人以上の集落は、必ず週２回病院、買い

物へ行けるようにするという方針をとりました。具体的な方法はバスだけではなくて、あり

とあらゆる手段を導入してやる。たとえば、そこにボランティアで運転をしていただける方

がいたら、週に２回その方に助成金を出すとか、タクシー会社があればタクシー会社さんに

お願いするとか、ちょっと大きいところだったら乗り合いタクシーでするとか、ありとあら

ゆる手段を総動員して１０人以上の集落は守っていく。ただ、１０人未満は抱えきれないよ
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という方針を考えています。 

 松阪はそういうものも要るかもしれないですね。その中で移送サービスとか、あるいはタ

クシーとかの位置付けもやり、それとバス、鉄道との連携も行っていくと。私はこういうこ

とを松阪でやりたいと思っています。 

 ですから、皆さんぜひ、共同経営者になってくださいよ、ぜひ。僕の話に乗ってください。

ですから、どんどん企画を持ってきてください。全部、見ますので。それで、見込みがあれ

ば市長にお願いしに行きますので。ぜひ、一緒にやりましょう。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 すごい応援団が出ました。どうぞ無理難題を加藤先生にかけて、知恵をどんどん借りて。

必要なものにつきましては、お金は出るところからちゃんと出ると思います。やはりある意

味ではこれは商いだと思います。松阪市は商いの人が住んでいるまち。ですが、どうも皆さ

ん商いがへただなあと私は思います。「バスに乗らない。」では、バスに乗ろうぜという日を

設けて、特典付きの券が飛ぶように売れたと商工観光課に言わせるような、そんな知恵を皆

さんで出し合っていただくと、おそらく地域公共交通というのは違った視点から捉えられる

のではないかと思います。 

 あとお一人、何かあれば。では、お二人いきます。 

 

会場会場会場会場    

 加藤先生の大変、現実的な高邁（こうまい）なお話、よく理解をいたしたわけですが、高

校生のバス関係につきましては、若干的外れではないかという感じがいたしております。私

の理解不足かわかりませんから、完結に意見を申します。市長がここは田舎である、日本一

の田舎にするとおっしゃってみえる。この言葉のほうが高校生のバス関係については現実的

です。 

 まず、先ほどらい、出ておりますコミュニティバスは、高齢者の病院通い、あるいはショ

ッピングについての助成の需要が色濃いわけで、誰しもそれには同感であり、そのバスの乗

り継ぎに関しまして加藤先生がご指摘なさったこともそのとおりだと思います。 

 ところで、高校生のバス利用の件につきましては、二人の高校生が発言したとおりであり、

例えば松阪の高校生にバスに乗せるべくなんらかの計画を立てようというのは、そんな無茶

な話しはないでしょう。自転車通学なのですよ、ここは田舎なのですよ。学校の先生を集め

て聞いたらよく話しがわかります。高校生の通学にどれだけ学校が苦労しているか、そのこ

とを抜きにして高校生をバスに乗せる、冗談じゃないですよ。まず、自転車通学について高

校生がバスに乗りたいのは雨降りの日です。雨降りの日に９人しか乗れない福祉バスにどう

やって高校生が乗るや。だいたい高等学校というものは、５００人ないし１,０００人おるの

ですよ。今は生徒の数は減っているから１,０００人だけれども、ひどいときは一つの高等学

校で１,５００から２,０００でしょう。その人数を、雨降りのときに乗せるバスはあるか。 

 だから、田舎における高校生の通学方式について、的外れなことを言っていちゃいかんの

だ。これについては、あなたはその委員をなさっているなら、高等学校の現場のあるいは小

中学校の先生方の集団ときちんと話しをするべき。かように思います。以上です。 
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コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 どうもありがとうございました。通学の件で非常に厳しいご意見が出ましたけれども、高

校生だけに乗せろ、なんとかしろというわけではないと思います。ここでの交通の問題は、

どうしても必要な部分ですね。やはりそれぞれの事情によって通学、通勤にバスを必要とす

る人もいるし、タクシーという手段もあるでしょうし、さまざまな手段があるので、それは

市民の方一人一人の選択の自由なのですが、困ったところはどうするかということを、みん

なで考えないといけないということですね。 

 お金はどこかから出ます。これは誰が出すのかというと、結局は税金なのですよ。税金と

いうのは皆さん方が納める税金なのですね。その税金をどこに使うかと。使ってもらうとこ

ろは使っていただいていますけれども、ほかの皆さん、これでいいでしょうねという合意を

得るというのが、一つはこういう会を設けて、いろんな意見を交換する場所なのだというよ

うに思います。 

 そういうふうに情報交換がされていないと、誤解があったり、あるいはあそこだけうまく

しているじゃないのかと。こういうふうなことをどうしても人間は考えがちですけれども、

こういう会が設けられていることはいいことだと思います。 

 

コメンテーターコメンテーターコメンテーターコメンテーター    

実際に路線をつくっていくときには、生半可なことでは駄目なので、きちんと調査をしな

いといけないと思っています。現状では三重高校についても、特に問題になっているわけで

はないので、私自身も知りません。ですから、非常に一般論的に話しをしてしまったことは、

お詫びしなくてはいけないかもしれません。 

 私が伝えたかったのは、例えば「高校生をバスに乗せたいというふうに、もし考えたとし

たらどういうことが必要なのか。」ということをお話ししたかった。要するにそのときに、そ

れぞれの地域とか、それぞれの例えば高校生とか高齢者とか、そういう方が何を考えている

かということを、まずきちんと探って、そこからつくっていかないと、漫然とバスを走らせ

ても乗りませんよという話しをしたかったということです。そういう心を共有できる人と仕

事をしたいなと思っていますので、ぜひ、よろしくお願いします。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 それでは、あとお一人、どうぞ。 

 

会場会場会場会場    

 中村と申します。私は松阪で生まれて、松阪に育って７４年になります。私が若いころは

三重交通のバスが各所に走っておりました。例えば、大河内、飯南辺りからやってまいりま

す松阪行きのバスは黒田町から新町通りを通って松阪駅へ随分通っておりました。そのとき

の飯南方面からいらっしゃった商売人の皆さんは、新町通りで降りられて、新町通りの問屋

さんで買い物をされて、それから駅前の近くへ行って食事でもされて、バスで帰られる。よ

く見聞きしておりました。ところが、この飯南からのバスというのは４２号線ができたため

に、新町通りを通らずに春日町を通りまして松阪駅前のほうへ流れているようですね。 
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 いいか悪いかは別としまして、新町通りの卸商店街がほぼ壊滅状態、シャッター通りも含

めて。いったいこれはなんだろうというのは、やはり人の流れが変わったからということも

いえるじゃないでしょうか。 

 それから、飯南、特に飯高のほうの皆さん方のバスがなくて困るじゃないか、特に高齢者

はどうするのだというような思いは切実なものだと思います。西黒部のコミュニティバスの

話しが出ましたけれども、私の家内が済生会病院に通っておりますので、たまたまそこに東

黒部のコミュニティバスがやってまいりました。 

 そうすると、三重交通の運転手がしないことをしているのですよ。つまり運転手さんが降

りて、車から降りようとする人を手助けするのです。済生会病院の警備員もいますから、少

しは助けているのだろうけれど、運転手さんが自分の車を降りて、降りていく人を手助けす

るなんていうことは本当にびっくりしました。やはり、これがコミュニティの地域に密着型

の交通手段だなあと思いましたので、非常にいい思いをさせていただきました。これだけお

伝えさせていただきます。 

 それから、ちょっと話しが変わるのですけれども、私、兵庫県の川西市、それから愛媛県

の松山市というところへ旅行と勉強を兼ねていってまいりました。ちょっと概要だけ申し上

げて、そのときの印象を申し上げたいと思います。 

 まず、川西市です。これは大阪市のベッドタウンでございますので非常に交通網が発達し

ております。松阪のように近鉄やＪＲというようなのもありますけれども、川西市の場合は

人口約１６万人でございます。１６万人の人口の中で、阪急電車を利用しているのが述べ８

万人。つまり半分の人が阪急電車を利用して大阪・神戸方面へ通っているようです。 

 川西市の駅前は、駅というのは南北、松阪でいうと東側と南側に分かれておりますが、そ

れが２階建て３階建てになりまして、お互いの交通が自由に行き来できる。したがって、阪

急電車はもともと地上に走っておりましたけれども、そういう計画があったために２階建て

になりました。しかも、川西駅前の小さな住宅地の再開発ということで、実は４５０億円の

資金を１０年前に投資したようです。そのうちの４０％の１８０億円ぐらいですか、これを

阪急電車が出資をいたしました。残りの資金については国・県・市が負担をいたしまして、

再開発を完了したというお話しを聞きました。 

 駅の中心地に大きな百貨店ができている。従いまして、来た人はほとんどが駅を中心に生

活をしているということが、現実の姿としてございました。当時の建設部長さんに聞きます

と、「私は死ぬ思いだった。こんなことまでして川西市１６万人（の駅開発）をするのか。」

と。非常に大きな批判があったようでございますが、川西市の将来のためにと思い切ってや

っただという話しをしてくれました。 

 ちなみに川西市の近くに伊丹市というのがございます。この伊丹市もＮＰＯを通じまして、

市街地再開発については、非常に力を入れているところです。伊丹市と川西市のＮＰＯは相

互に連携を密にいたしまして、この辺りの活性化をどうすればいいかということを検討して

いるようです。これは本当に目新しい活性化の一つの姿かな。 

 ただし、金は要ります。これをどう考えるかというのは、お金も無尽蔵ではございません

ので、人間の生き様ということと、将来を見据えた施策をどうするかというのは大きな問題

だなと思います。 
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 次に松山市でございますが、これは観光で行ったわけですけれども。松山市の駅前という

のは駐車場がありません。駅前には市駅というものと、松坂屋という百貨店が競争しており

ます。その前に坊ちゃん列車という小さな市電が走っています。そういう狭い地域で駐車場

はありません。 

私、駅前まで行って車を停めようと思って近くで聞いたら「あそこへ行きなさい。」という

ことで駅の中心地から１００メートルぐらい離れたところの細い道の駐車場に案内されまし

た。行ってみたらびっくりしました。６～７階建ての駐車場が満車なのです。平日ですよ、

それでも満車です。こんな遠いところで駅前までどう行くのかなと思ったら、さすがですね。

その駐車場から１００メートルぐらい離れている松坂屋まで歩く歩道ができています。です

から、雨にも濡れずに手足の力も使わずに、スムーズに百貨店や市駅の建物にすっと入って

いける。松山市というのは地方都市ではあるけれども、それだけのことを考えたまちづくり

をしているのかなと思い、印象を持って帰りました。 

 高校生のお二人の話しの中に駅前で喋るファーストフードがあればいいなとおっしゃった

けれども、特に松山市の場合、川西市の場合でも駅のターミナルに必ずそれがある。高校生

が帰ってまいりますと、必ずそこに入りますね。やっぱり楽しみなのでしょうね。何千円も

かかりませんから。今日、高校生の皆さんを真のあたりにして、そういうお話が出ましたの

で、やっぱりそういうものを松阪の駅前に必要かなというふうに考えますので、中心市街地

活性化の検討をどういうように考えていけばいいか、参考にしていただければと思います。

ありがとうございました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

ありがとうございました。色々な話が出てきました。松阪の地域公共交通、松阪市全体と

して、どういう形で質を高めていくのか。私たちが住めるようにしていくのか。 

 コミュニティというのは、おそらく日本語になっていません。なんでカタカナなのですか。

なんで「コミュニティ交通」なんですかと、皆さん考えたことありますか。中身を考えると

「地域」という言葉はあるのですが、地域という言葉はコミュニティという言葉とは違いま

す。コミュニティというのはやはり助け合いだと思いますね。近隣という言葉がありますけ

れども助け合っていくということ。 

これが大前提にあって、こういう過疎地の交通をみんなで考えていく、色々と皆さんのお

話しを聞いて、座長として余計なことを申し上げましたけれども、最後にこれを改めて伝え

たいなと思いました。だいぶ時間をオーバーしてしまいましたので、最後に、やはりフリー

トークの中心メンバーになりました市長に締めくくりの言葉をいただいて、終わりにしたい

と思います。 

 

パネリストパネリストパネリストパネリスト（（（（市長市長市長市長））））    

 ありがとうございます。皆さん、本日は本当に最後まで３時間半にわたって本当にご参加

いただきましたこと、まずは感謝を申し上げます。今日、このようなシンポジウムをさせて

いただいて、本当によかったなと私自身、思っております。 

 今、座長のほうからコミュニティという、英語の言葉をなぜ使うのかといったときに、地
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域という単なる土地の話しをしているわけではなくて、地域という概念、プラス人の心とか

魂というものが入ったのが、このコミュニティという言葉だと私自身思っております。 

 今日は加藤准教授からも話しが出ましたけれども、皆さんが地域に対してどう考えている

か、自分たちの地域、自分たちのバスに対してどのように強く考え、今後どのようにしてい

くか。私たちはそのサポートを最大限させていただきますけれども、あくまで皆さま方が主

人公。 

 これまでも、虹が丘さんや平成さんからも要望や陳情はきてはいたのですけれども、やは

り今後、より地域の皆さん方が自主的にいろんな要望を伝えていただきましたら、加藤准教

授も強いパートナーとして皆さんをサポートすると言っておりますので、しっかりといい商

品を売り込んでいただけば、しっかりと買い取らせていただきます。皆さんがいい商品をつ

くっていただき、地域をつくっていただき、そして、私たちと一緒に本当にいい地域づくり、

そして、いい未来づくりに対して、一緒になって取り組ませていただきたいなと思っており

ます。 

 今日は、次世代を担う女子高生のお二人にも参加していただきましたけれども、いろんな

新鮮なアイデアをいただいた気もします。皆さま方が、今後も、このコミュニティ交通、そ

してコミュニティの問題に対して、より市政に対して関わっていただきますことを、今後も

期待させていただきまして、本日の最後のあいさつとさせていただきます。本当に本日はあ

りがとうございました。 

 

コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    

 それでは、司会のほうにマイクを返したいと思います。 

 

司会司会司会司会    

 皆さまの貴重なご意見をいただきまして、ありがとうございました。今後、地域に合った

交通として、地域の資源、魅力を生かし、皆さまとともに守り育てる交通でありたいと思っ

ております。 

 寺本先生、パネリストの皆さま、どうもありがとうございました。 


